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市役所代表

上段のシンボルマークとキャッチ
コピーは、市制施行６０周年記念と
して市民の皆さんの投票の結果、
決定したものです。

さくら咲く　えがお咲くまち
小金井市/71

７
月　

日（
火
）

３１

納
期
限
の

お
知
ら
せ

納付書裏面等に記載の場所で納付してください。
便利な口座振替をご利用ください。

国民健康保険税 ……………第１期分
後期高齢者医療保険料 ……第１期分
固定資産税・都市計画税 … 第２期分

　黒井千次氏は作家として、毛里
和子氏は政治学者として、それぞ
れ多大な業績を挙げられました。
　選定は、名誉市民条例に基づ
き、選考委員会に諮問し、答申を
受け、市議会の同意を得て決定し
ました。
 広報秘書課秘書係（☎０４２−３８３
−１１１１内線２００５）
問

出かけてみませんか

滄滄 浪浪 泉泉 園園
そそうう ろろうう せせんん ええんん

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　次の期間、無料開園を実施します
ので、今夏の家庭節電も兼ねて、周
りより３℃ほど涼しい園内へ避暑に
来ませんか。
■期間７月１５日（日）〜９月３０日（日）
午前９時〜午後５時（入園は４時３０
分まで。火曜日は休園）
■所在地貫井南町３−２−２８
 ▷上記期間以外は、大人１００円、６０
歳以上と６〜１４歳は５０円の入園料が
かかります▷園内には十分な数のベ

他

ンチがないため、必要に応じて敷物
等をご用意ください
 滄浪泉園管理事務所（☎０４２−３８５
−２６４４）、環境政策課緑と公園係
（☎０４２−３８７−９８６０）

問

至立川 至新宿至新宿

警察署 市役所

市役所
第二庁舎滄浪泉園

入り口

多摩科学多摩科学
技術高校技術高校
多摩科学
技術高校

JR武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

名名誉誉市市民民にに黒黒井井千千次次氏氏、、
毛毛里里和和子子氏氏をを選選定定
名誉市民に黒井千次名誉市民に黒井千次氏氏、、
毛里和子氏を選毛里和子氏を選定定

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
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　ティーボールは、ティーの
上に置いたボールを打つ、野
球のルールをやさしくしたス
ポーツです。野球未経験の方
や子どもから高齢の方まで、
誰もが楽しめるスポーツで
す。
　市制施行６０周年を記念し
て、６０イニングの対抗戦を行
いますので、ぜひ、ご参加く
ださい。
 ９月１５日（土）午前９時〜
午後５時（雨天＝２２日）
 上水公園運動施設グラウン
ド
 市内在住・在勤・在学の小
学生以上の団体（１０〜１５人ま
で）または個人

時

所

対

 渇申し込みをした方には、
８月２０日ごろに案内を送付渇
団体の代表者会議を９月１日
午後４時から、上水公園運動
施設管理棟２階で開催
 ７月２０日（必着）までに、フ
ァクスまたはＥメールで必要
事項（氏名・年齢・学年・学
校名※団体申し込みの場合は
団体名・代表者氏名・連絡先
とメンバー全員の必要事項）
を明記し、ＮＰＯ法人黄金井
倶楽部「６０イニング係」（☎
０４２−４０６−２２８０ ０４２−４０６−
２２９０ npo.k 
oganei-club 
@jcom.hom 
e.ne.jp）へ

他

申

FAX
糸

市制施行６０周年記念事業

6600イニンイニンググ
ティーボール大　ティーボール大会会

みんなでつなみんなでつなぐぐ

毛里和子氏

　小金井市在住。政治学者。早稲田大学名誉教
授。早稲田大学栄誉フェロー。昭和１５年生まれ。
　日本における現代中国研究の第一人者。中国
研究に関する著書や現代アジア・中国の学術研
究により、権威ある賞を多数受賞し、平成２２年
には中華人民共和国から世界中国学研究貢献奨
を受賞。また、アジア政経学会理事、日本国際
政治学会副理事長、現代中国学会理事長などを
歴任し、アジア地域における研究者相互交流の促進および学術界の発展
に大いに寄与されました。
　これまでの日本のアジア地域研究のレベルアップのために精力的に活
躍された功績が認められ、平成１５年に紫綬褒章を受章され、平成２３年に
は文化功労者に選ばれました。

黒井千次氏

　小金井市在住。作家。日本芸術院長。昭和７
年生まれ。
　芸術選奨新人賞を始め、数々の賞を受賞さ
れ、平成１２年には、長年にわたる小説家として
の業績に対し日本芸術院賞が授与されました。
　活躍は、執筆活動にとどまらず、芥川賞選考委
員をはじめとして、著名な賞の選考委員や文化
放送番組審議会委員長、日本文藝家協会理事長
などを歴任し、現在も日本芸術院長を務めており、日本の文芸・芸術の
発展に大きく貢献した功績により、平成２０年に旭日中綬章を受章され、
平成２６年には文化功労者に選ばれました。



30・7・1 2市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く）

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。
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in
fo
rm
a
tio
n

お
知
ら
せ

 　

市
で
は
、
平
成　
（
２
０
２
１
）

３３

年
３
月
に
第
４
次
基
本
構
想
・
後

期
基
本
計
画
の
計
画
年
度
が
終
了

す
る
こ
と
に
伴
い
、
第
５
次
基
本

構
想
・
前
期
基
本
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
満
足
度
や
重

要
度
等
の
ご
意
見
を
調
査
し
、
計

画
の
策
定
に
活
用
し
て
い
く
た

め
、
７
月
中
に
郵
送
で
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

 

平
成　

年
７
月
１
日
現
在　

歳

３０

１８

以
上
で
、
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無

作
為
に
抽
出
し
た
２
千
人

 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
０
０
）

０４２

３８７

 　

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２
地
区

第
５
次
基
本
構
想
・

前
期
基
本
計
画
策
定
に
係
る

市
民
意
向
調
査
を
実
施

対問武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２

地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

の
事
業
計
画
（
第
三
回
変

更
）
が
認
可

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ

い
て
、
同
組
合
の
事
業
計
画
の
変

更
が
、
６
月
４
日
付
け
で
都
知
事

か
ら
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
当
該
事
業
計
画

の
変
更
に
係
る
関
係
図
書
を
縦
覧

し
て
い
ま
す
。

■
縦
覧
期
間
同
組
合
設
立
認
可
取

消
し
、
解
散
ま
た
は
建
築
工
事
完

了
の
公
告
の
日
ま
で

■
縦
覧
場
所 

ま
ち
づ
く
り
推
進

課
ま
ち
づ
く
り
係
（
市
役
所
第
二

庁
舎
５
階
☎　

儿　

儿
９
８
６
２
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
「
政
治
倫
理
の
確
立

の
た
め
の
小
金
井
市
長
の
資
産
等

の
公
開
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

き
提
出
さ
れ
た
市
長
の
資
産
等
補

充
報
告
書
、
所
得
等
報
告
書
お
よ

び
関
連
会
社
等
報
告
書
を
公
開
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
報
告
書
は
、
ど
な
た

で
も
申
請
の
う
え
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
日
７
月
２
日
（
月
）
か
ら

※
す
で
に
提
出
さ
れ
て
い
る
資
産

等
報
告
書
等
は
、
７
月
２
日
以
前

で
も
閲
覧
で
き
ま
す

■
閲
覧
場
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

問

市
長
の
所
得
等
報
告
書

な
ど
の
閲
覧

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

ご
利
用
く
だ
さ
い

７
月
の
休
日
窓
口

■
開
設
時
間
午
前
９
時
～
午
後
１

時■
開
設
窓
口
市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
、
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
（
１
日
の

み
）
、
納
税
課
（
１
日
の
み
）

※
一
部
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
市
税

証
明
書
交
付
事
務
ほ
か
）
も
あ
り

ま
す

 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
６
）
、
土
曜
・

０４２

３８７

日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代
表
（
☎

　

儿　

儿
１
１
１
１
）

０４２

３８３

問○は休日窓口開設日7月
土金木水火月日
７６５４３２１

１４１３１２１１１０９８

２１２０１９１８１７１６１５

２８２７２６２５２４２３２２

３１３０２９

○

（
市
役
所
第
二
庁
舎
６
階
）

 

総
務
課
情
報
公
開
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
９
２
６
）

３８７
  

７
月　

日
（
土
）
午
前
６
時　

１４

３０

分
～
午
後　

時
１１

 

市
民
課
市
民
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
３
０
）

 　

日
中
、
市
役
所
に
来
ら
れ
な
い

方
や
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

よ
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
で
き

な
い
方
は
、
そ
の
他
の
請
求
方
法

に
よ
り
、
証
明
書
等
が
交
付
請
求

で
き
ま
す
。
な
お
、
代
理
人
が
請

求
す
る
場
合
は
本
人
直
筆
の
委
任

状
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
対
象
者

と
請
求
者
の
関
係
が
第
三
者
の
場

合
は
、
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
郵
送
請
求
】

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
の
全

部
・
個
人
事
項
証
明
書
等
が
交
付

請
求
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
日
数

が
１
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
余
裕
を
も
っ
て
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。
請
求
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）
、
手
数
料
分
の
郵
便
定
額
小

為
替
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
※
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
の
コ
ピ
ー
を
同

封
し
、
返
信
用
封
筒
に
切
手
を 
貼 は

っ
て
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
顔

写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
を
含
む

【
電
話
窓
口
制
度
】

　

電
話
で
申
請
し
、
指
定
し
た
取

問シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

伴
う
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
の
停
止

時問郵
送
請
求
・
電
話
窓
口
制
度
・

広
域
交
付
住
民
票
の
ご
案
内

扱
窓
口
で
住
民
票
の
写
し
・
除
か

れ
た
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録

証
明
書
、
母
子
手
帳
、
戸
籍
の
附

票
・
除
籍
の
附
票
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
取
扱
窓
口
は
、

市
役
所
本
庁
舎
１
階
施
設
管
理

室
、
集
会
施
設
等
で
す
。
た
だ

し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
お
よ
び
母

子
手
帳
の
受
け
取
り
は
、
施
設
管

理
室
の
み
で
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間
月
曜
～
金
曜
日
午
前

８
時　

分
～
午
後
４
時

３０

■
手
数
料
１
通　

円
（
母
子
手
帳

３００

は
無
料
）

【
広
域
交
付
住
民
票
】

　

本
人
が
住
民
登
録
地
以
外
の
市

役
所
で
発
行
す
る
住
民
票
で
す
。

勤
務
先
や
外
出
先
で
住
民
票
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
本
籍
地
と
筆
頭

者
は
記
載
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

休
日
窓
口
で
の
交
付
は
で
き
ま
せ

ん
。

■
必
要
書
類
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
顔
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
を
含

む
。
暗
証
番
号
の
入
力
が
必
要
で

す
）
、
そ
の
他
官
公
署
が
発
行
し

た
免
許
証
、
許
可
証
も
し
く
は
資

格
証
明
書
等

■
手
数
料
１
通　

円
３００

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

市
民
課
市
民
係
（
〒　

儿
８
５

１８４

０
４
住
所
不
要
・
市
役
所
第
二
庁

舎
１
階
☎　

儿　

儿
９
８
３
０
）

０４２

３８７

 　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
一

３１

定
の
条
件
を
満
た
す
私
道
を
所
有

す
る
方
は
、
申
請
に
よ
っ
て
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
が
平
成　
３１

年
度
以
降
、
非
課
税
扱
い
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
分
筆
し
て
道
路
と
な
っ

て
い
る
場
合
や
、
す
で
に
非
課
税

と
な
っ
て
い
る
私
道
は
、
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
告
期
限
平
成　

年
１
月　

日

３１

３１

 

市
所
定
の
申
請
書
（
資
産
税
課

で
配
布
）に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

私
道
求
積
図
を
添
え
て
、
資
産
税

課
土
地
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３

問私
道
部
分
の
非
課
税

扱
い
の
申
請
を

申

問合先内　容ところと　き名　称

児童青少年課児童青少年係
（☎０４２−３８７−９８４７）

平成３０年度児童
館事業計画につ
いて　ほか

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

７月１２日（木）
１０：００〜

児童館運営
審議会（※）

ごみ対策課減量推進係
（☎０４２−３８７−９８３５）

委嘱状の伝達等
について

中間処理場事務
所棟研修室１

７月１３日（金）
１５：００〜

廃棄物減量
等推進審議
会

経済課消費生活係
（☎０４２−３８７−９８３１）

これからの消費
者行政の在り方
について

市民会館・萌え
木ホールＡ会議
室

７月１７日（火）
１３：３０〜

消費生活審
議会

自立生活支援課障害福祉係
（☎０４２−３８７−９８４８）

専門部会の開催
について

市民会館・萌え
木ホールＡ会議
室　ほか

７月１７日（火）
１７：００〜

地域自立支
援協議会

公民館本館
（☎０４２−３８３−１１８４）

公民館事業につ
いて　ほか

公民館東分館集
会室ＡＢ

７月１９日（木）
１３：３０〜

公民館運営
審議会

子育て支援課子育て支援係
（☎０４２−３８７−９８３６）

計画の進捗状況
や実施状況の評
価等について

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

７月２３日（月）
１９：００〜

子ども・子
育 て 会 議
（※）

※保育あり（要事前申込） 階
☎　

儿　

儿
９
８
２
１
）
へ

０４２

３８７

 　

参
加
店
や
名
所
を
巡
り
、
ス
タ

ン
プ
を
集
め
る
と
抽
選
で
す
て
き

な
賞
品
が
当
た
る
「
こ
が
ね
い
十

五
夜
場
留
」
（　

月
開
催
）
に
つ

１０

い
て
、
市
内
の
名
所　

か
所
を
募

３０

集
し
ま
す
。
と
っ
て
お
き
の
名
所

を
教
え
て
下
さ
い
。

■
募
集
内
容
市
内
の
名
所
（
場

所
・
店
・
人
）

 

応
募
多
数
の
場
合
は
審
査
の
う

え
決
定
し
、
イ
ベ
ン
ト
用
冊
子
に

掲
載

 

７
月　

日
ま
で
に
、
電
話
、
フ

３１

ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
市

商
工
会
（
☎　

儿　

儿
８
７
６
５

０４２

３８１

 
　

儿　

儿
８
５
８
５ 

ko
gan

０４２

３８２

こ
が
ね
い
十
五
夜 
場  
留 

ば 

る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の

名
所
募
集

他申FAX

糸

eisi@
sh
o
k
o
k
a
i-to
k
y
o
.o
r.j

p

）
へ

 　

７
・
８
月
を
中
心
に
「
政
治
家

の
寄
附
禁
止
」
の
啓
発
活
動
を
行

い
ま
す
。

【
政
治
家
は
贈
ら
な
い

　

有
権
者
は
求
め
な
い
】

　

政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
者
お
よ
び
現

に
公
職
に
あ
る
者
）
が
選
挙
区
内

の
人
や
団
体
に
お
金
や
品
物
を
贈

る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
政
治
家
に
寄
附

を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
☎

　

儿　

儿
９
８
８
１
）

０４２

３８７
政
治
家
の
寄
附
は
禁
止

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て

明
る
い
選
挙
の
実
現
を

問

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

　

監
査
委
員
の
露
木
肇
子
氏
は
、

６
月
８
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
り
ま
し
た
が
、
平
成　

年
第
２

３０

回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
議
会

の
同
意
を
得
て
、
再
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
任
期
は
６
月
９
日
～
平

成　
（
２
０
２
２
）年
６
月
８
日
の

３４
４
年
間
で
す
。

　
　

歳
、
八
王
子
市
在
住

６１ 監
査
委
員

監
査
委
員
にに

露
木
肇
子
氏

露
木
肇
子
氏
をを再

　
　
　
　
　

再
任任

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
山
田
義
雄
氏
は
、
６
月　

日
３０

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
し

た
が
、
平
成　

年
第
２
回
市
議
会

３０

定
例
会
に
お
い
て
議
会
の
同
意
を

得
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
７
月
１
日
～
平

成　
（
２
０
２
１
）年
６
月　

日
の

３３

３０

３
年
間
で
す
。

　
　

歳
、
小
金
井
市
在
住

７０ 固
定
資
産
評
価

固
定
資
産
評
価
審審

査
委
員
会
委
員

査
委
員
会
委
員
にに

山
田
義
雄
氏

山
田
義
雄
氏
をを再

　
　
　
　
　

再
任任

◆◆各種審議会等の開催日程◆◆



市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 130・7・13

凡　例  日時　 場所　 内容　 講師　 対象　 定員　 費用　 持ち物　 申し込み　 問い合わせ　 その他　 ホームページ　 Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

c

e

d

f

ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

 国民年金保険料追納額等（平成３０年度） （月額）
免除の種類　追納額

各年度当時の
保険料

免除を受け
た年度 ４分の１

免除半額免除４分の３
免除全額免除等

３,７９０円７,５８０円１１,３８０円１５,１７０円１４,４１０円平成２０年度

３,８１０円７,６３０円１１,４４０円１５,２６０円１４,６６０円平成２１年度

３,８８０円７,７６０円１１,６４０円１５,５２０円１５,１００円平成２２年度

３,８２０円７,６５０円１１,４７０円１５,３１０円１５,０２０円平成２３年度

３,７８０円７,５８０円１１,３６０円１５,１６０円１４,９８０円平成２４年度

３,７８０円７,５７０円１１,３５０円１５,１３０円１５,０４０円平成２５年度

３,８２０円７,６４０円１１,４６０円１５,２８０円１５,２５０円平成２６年度

３,９００円７,８００円１１,７００円１５,６１０円１５,５９０円平成２７年度

４,０６０円８,１３０円１２,１９０円１６,２６０円１６,２６０円平成２８年度

４,１２０円８,２４０円１２,３７０円１６,４９０円１６,４９０円平成２９年度
※平成２８・２９年度は、加算額はありません

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　過去に保険料の全額または一
部免除、学生納付特例制度や若
年者猶予制度の承認を受けた期
間のある方は、１０年以内であれ
ば保険料をさかのぼって納める
こと（追納）ができます。
　将来受け取る年金額を増額す
るためにも、追納制度をご利用
ください。
　なお、学生納付特例等を受け

た年度から起算して、３年度目
以降に追納する場合には、経過
期間に応じて一定の加算額が上
乗せされます。（右表）
　納めることができるようにな
ったときは、できるだけ早く追
納することをお勧めします。
 保険年金課国民年金係（☎
０４２－３８７－９８４４）
問

国民年金

追納制度をご存じですか

要綱配布・
申し込み

採用
予定日募集人数資格等要件報酬等勤務時間業務名区分採用

年度

７月１１日（水）ま
でに、職員課へ。
郵送の場合は１０日
必着

８月１日

若干名保育士証の交付を受けている方月額２０１,３６５円７：００〜１９：００の間で１日７時間４５分（ローテ
ーションにより土曜日の勤務あり）保育士（育児休業代替）

任
期
付

平
成　

年
度

３０

若干名保育士証の交付を受けている方月額１８５,９００円
月曜〜土曜日のうち週５日、７：００〜１９：００の
間で、１日６時間勤務（割り振りは所属長が定
める。必要に応じ時間外勤務あり）

保育士業務

非
常
勤

５〜１０人－時給１,２００円

週５日、月曜〜金曜日、７：００〜１１：００または
１５：３０〜１９：００の間で、１日１.５〜３時間勤
務、週１５時間程度（必要に応じ土曜日の勤務あ
り）

保育士補助業務

各１人

－月額１５７,２００円
月曜〜土曜日のうち週５日、８：１５〜１７：００の
間で、１日６時間勤務（割り振りは所属長が定
める。必要に応じ時間外勤務あり）

保育園給食調理業務

７月１８日（水）ま
でに、職員課へ。
郵送の場合は１７日
必着

保健師の資格を有する方月額２４４,０００円月曜〜金曜日のうち週４日（割り振りは所属長
が定める）８：３０〜１７：００

難病患者等周辺相談業
務

精神保健福祉士登録証の交付を受けている方月額２２７,８００円月曜〜金曜日のうち週４日（割り振りは所属長
が定める）８：３０〜１７：００精神保健福祉士業務

職員募集
■年齢等要件渇非常勤は６５歳定年制のため、昭和２８年４月２日以降
に生まれた方渇国籍は問いません
 要項は、市ホームページからもダウンロードできます
 職員課人事研修係（〒１８４－８５０４住所不要・市役所本庁舎１階☎
０４２－３８７－９８０８）

他
問

固
定
資
産
税
の　
 

　
　
　

減
額
制
度

【
耐
震
改
修
工
事
に

　

伴
う
減
額
】

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
耐
震

改
修
工
事
を
行
っ
た
既
存
住
宅

の
翌
年
度
分
（
通
行
障
害
既
存

耐
震
不
適
格
建
築
物
で
あ
っ
た

場
合
は
、
改
修
後
２
年
度
分
）

の
固
定
資
産
税
（
家
屋
分
）
を

申
告
に
よ
り
、
２
分
の
１
（
長

期
優
良
住
宅
は
３
分
の
２
）
減

額
し
ま
す
。

■
申
告
期
限
原
則
改
修
工
事
後

３
か
月
以
内

【
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
に

伴
う
減
額
】

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
っ
た

既
存
住
宅
の
翌
年
度
分
の
固
定

資
産
税
（
家
屋
分
）
を
申
告
に

よ
り
、３
分
の
１
減
額
し
ま
す
。

■
申
告
期
限
原
則
改
修
工
事
後

３
か
月
以
内

【
省
エ
ネ
改
修
工
事
に

　

伴
う
減
額
】

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
省
エ

ネ
改
修
工
事
（
熱
損
失
防
止
改

修
工
事
）
を
し
た
住
宅
の
翌
年

度
分
の
固
定
資
産
税
（
家
屋

分
）
を
申
告
に
よ
り
、
３
分
の

１
（
長
期
優
良
住
宅
は
３
分
の

２
）
減
額
し
ま
す
。

■
申
告
期
限
原
則
改
修
工
事
後

３
か
月
以
内

【
長
期
優
良
住
宅
建
築
に

　

伴
う
減
額
】

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
長
期

優
良
住
宅
認
定
を
受
け
た
新
築

住
宅
に
つ
い
て
、
申
告
に
よ
り

５
年
度
分
（
建
築
確
認
申
請
書

で
３
階
建
て
以
上
の
中
高
層
耐

火
、
準
耐
火
住
宅
と
確
認
で
き

る
も
の
は
７
年
度
分
）
の
固
定

資
産
税
（
家
屋
分
）
を
減
額
し

ま
す
。

■
申
告
期
限
新
築
し
た
年
の
翌

年
の
１
月　

日
ま
で

３１

 

長
期
優
良
住
宅
の
認
定
に
つ

い
て
は
、
東
京
都
多
摩
建
築
指

導
事
務
所
建
築
指
導
第
二
課

（
☎　

儿　

儿
２
１
５
４
）
に

０４２

４６４

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

■
申
告
書
配
布
場
所
資
産
税
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階
）
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
注
意
事
項
新
築
軽
減
な
ど
他

の
減
額
措
置
と
同
時
に
適
用
は

で
き
ま
せ
ん
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
工
事
と
省
エ
ネ
改
修
工
事

は
、
同
時
に
適
用
で
き
ま
す
）

 

要
件
等
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

 

市
所
定
の
申
告
書
に
必
要
事

項
を
明
記
し
、
必
要
書
類
を
添

え
て
、
資
産
税
課
家
屋
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
１
）
へ

０４２

３８７

【
そ
の
他
の
住
宅
改
修
を

　

支
援
す
る
制
度
】

▽
木
造
住
宅
耐
震
改
修
助
成
金

＝
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
６
１
）

０４２

３８７

▽
重
度
の
下
肢
・
体
幹
機
能
障

が
い
等
が
あ
る
方
へ
の
住
宅
設

備
改
善
支
援
＝
自
立
生
活
支
援

課
相
談
支
援
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
４
１
）

▽
自
立
支
援
の
た
め
の
住
宅
改

修
＝
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
４
３
）

０４２

３８７

▽
介
護
保
険
制
度
の
住
宅
改
修

＝
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
２
２
）

０４２

３８７

他他申



30・7・1 4市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く）

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

〈
平
成　

年
度
国
民
年
金 

３０

保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予 

申
請
を
７
月
か
ら
受
け
付
け
〉

　

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
方
が
、
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
保
険
料
免
除
・
納
付
猶

予
と
な
る
制
度
で
す
。
（
学
生
を

除
く
）

【
免
除
制
度
】

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前

年
中
の
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の

場
合
、
申
請
が
承
認
さ
れ
れ
ば
、

保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
の
納

付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
受

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
一
部
免
除
と
な
っ
た
方

が
、
残
り
の
保
険
料
を
納
付
し
な

い
と
免
除
が
無
効
と
な
り
、
将
来

の
老
齢
基
礎
年
金
受
給
額
に
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
納
付
猶
予
制
度
】

　
　

歳
未
満
の
方
を
対
象
に
、
世

５０
帯
主
の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
、
本

人
・
配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所

得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
申

請
が
承
認
さ
れ
れ
ば
、
保
険
料
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

■
対
象
期
間
７
月
～
平
成　
（
２
３１

０
１
９
）年
６
月
お
よ
び
申
請
月

の
２
年
１
か
月
前
の
分
ま
で

■
必
要
書
類
▽
年
金
手
帳
▽
失
業

な
ど
に
よ
る
場
合
は
、
離
職
票
・

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等

※
平
成　

年
度
に
、
全
額
免
除
ま

２９

た
は
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
（
失

業
等
を
事
由
と
す
る
特
例
承
認
を

除
く
）
、
翌
年
度
以
降
も
継
続
申

請
さ
れ
た
方
は
、
平
成　

年
度
の

３０

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

 

立
川
年
金
事
務
所
（
☎　

儿　
０４２

５２３

儿
０
３
５
２
）

〈
国
民
年
金
は　

歳
以
降
で
も 

６０

加
入
で
き
ま
す
〉

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

所
が
あ
る　

歳
以
上　

歳
未
満
の

２０

６０

す
べ
て
の
方
が
加
入
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
制
度
で
す
。

　

原
則　

年
以
上
（
免
除
承
認
期

１０

間
等
を
含
む
）
保
険
料
を
納
め
る

と　

歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受

６５
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
万

一
、　

年
に
満
た
な
い
と
、
将
来
、

１０

年
金
を
受
給
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
　

歳
の
時
点
で
、
老
齢
基
礎
年

６０
金
を
受
給
で
き
る
加
入
期
間
を
満

た
し
て
い
な
い
方
、
未
納
期
間
・

未
加
入
期
間
が
あ
り
老
齢
基
礎
年

金
受
給
額
が
満
額
と
な
ら
な
い
方

は
、
申
し
出
の
あ
っ
た
月
か
ら　
６５

歳
到
達
の
前
月
ま
で
の
期
間
、
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
支

給
を
受
け
て
い
る
方
は
加
入
で
き

ま
せ
ん
）

　

ま
た
、
昭
和　

年
４
月
１
日
以

４０

前
生
ま
れ
の
方
は
、　

歳
到
達
の

７０

前
月
ま
で
の
間
で
、
年
金
を
受
給

で
き
る
加
入
期
間
を
満
た
す
ま
で

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

納
付
方
法
は
、
原
則
口
座
振
替

と
な
り
ま
す
。
加
入
希
望
の
方

は
、
国
民
年
金
係
の
窓
口
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
（
市

役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
４
４
）

問問

　国民健康保険（以下「国保」）制度は、
加入する皆さんが負担し合う国保税と国
や都などの補助金を財源に、医療費の一
部を負担する助け合いの制度であり、将
来にわたり安定的に運営していく必要が
あります。
　また、国保加入者（被保険者）のうち、
介護保険第２号被保険者（４０歳以上６５歳
未満）に該当する方は、医療保険分、後
期高齢者支援金等分に加え介護保険分を
合わせて、国保税として納めていただい
ています。
　国保制度を円滑に運営できるよう、各
納期限内納付にご理解・ご協力をお願い
します。
軽減措置があります
【低所得世帯に対する軽減措置】
　前年中の所得が一定額以下の世帯に対
して、均等割を減額（７割、５割または
２割）する軽減措置があります。
　なお、この措置は、世帯主と国保加入
者全員の市民税・都民税の申告、所得税
の確定申告等が済んでいないと受けるこ
とができません。
【非自発的失業者に係る軽減】
　解雇・倒産などの理由による非自発的
失業者の方（雇用保険受給資格者証の理
由欄の記載が「１１、１２、２１、２２、２３、３１、３２、
３３、３４」に該当し、離職年月日に６５歳未満
であった方）の国保税が軽減されます。
■軽減内容離職日の翌日（国保加入日）
の属する月から、その月の属する年度の
翌年度末までの間、前年の給与所得を
１００分の３０として、国保税を算定します。
■申請方法雇用保険受給資格者証を持参
のうえ、申請書（保険年金課で配布）を提
出してください。郵送での申請をご希望

の方は、係までお問い合わせください。
口座振替納付をお勧めします
　納付に当たっては、便利で確実な口座
振替をご利用ください。忙しくて納めに
行く時間がない方にもお勧めです。申し
込みは、口座のある金融機関等に預・貯
金通帳、金融機関等届出印を持参のうえ
手続きをしてください。
【保険年金課窓口での受け付け】
　保険年金課窓口でもキャッシュカード
で口座振替の申し込みができます。申込
書類の記入のほか、キャッシュカードの
暗証番号の入力等を行うため、本人の来
庁が必要です。取扱金融機関、キャッシ
ュカードの種類（ＩＣ専用カード等）に
よっては受け付けできない場合がありま
すので、事前にお問い合わせいただくか、
市ホームぺージをご覧ください。
減額免除・分割納付
　思わぬ事故や災害、病気、失業などや
むを得ない事情により納期限内に納めら
れないときは、お早めにご相談くださ
い。申請により国保税の減額免除や分割
納付が認められる場合があります。
【減額免除】
　納期限前の国保税が対象となります
（原則として納期限までに申請が必要で
す）。申請には、り災証明書、公共料金等
の領収書、収入・支出が記載されている
金融機関等の通帳等が必要です。
【分割納付】
　減額免除が認められない場合でも分割
納付等があります。
 税額の内容について＝保険年金課国民
健康保険係（市役所第二庁舎２階☎０４２
−３８７−９８３２）、納付について＝納税課
納税係（同３階☎０４２−３８７−９８２３）

問

　今年は３年に１回の保険料見
直しの年に当たります。
　今年度の介護保険料の基準額
（第５段階）は、月額５,４００円（年
額６４,８００円）です。所得段階等
で保険料が異なりますので、送
付された納入通知書でご確認く
ださい。
シルバーパスの所得確認書類に
　７０歳以上の方は、介護保険料
納入通知書をシルバーパスの新
規発行や一斉更新（９月実施）の
際に、所得確認書類として使用
できます。再発行はできません
ので、大切に保管してください。
納付が困難な方は減免等の申請を
　災害による住宅や財産の著し
い損失、または、所属する世帯
の生計の中心になる方の死亡や
重大な障がい、長期入院、事業
の休廃止等で収入が著しく減少
したときは、第１号被保険者の
方の申請により、介護保険料の
減額・免除または徴収猶予をす

ることができる場合があります
ので、お早めにご相談ください。
　また、生計の困難な方も、次
のいずれかの条件で減額（２分
の１）の対象となります。（納
期限までに申請が必要です）
渇①〜③をすべて満たす場合
①第１号被保険者と生計を一に
する方の実収入総額（月額）が、
生活保護法に定められた生活扶
助基準額（月額）に満たないこと
②第１号被保険者の属する世帯
の主たる生計維持者の所得税・
市町村民税や医療保険の被扶養
者になっていないこと
③第１号被保険者の属する世帯
の預貯金額の総額が、生活扶助
基準額の１２か月以下であること
渇その方の属する世帯が、著し
い生活困窮にあると認められる
場合
 介護福祉課介護保険係・保険
料担当（市役所第二庁舎２階☎
０４２−３８７−９９２１）

問

納税・納入通知書等を
７月1 3日（金）に郵送します

国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料平成30年度 介護保険料（６５歳以上の介護保険料（６５歳以上の方方））

　保険料の納め方によって、通
知書が異なります。
特別徴収（年金天引き）の方
　平成３０年度後期高齢者医療保
険料賦課決定通知書（ピンク色
の封筒）を送付します。
　今回決定した保険料は１０月の
年金から天引きされます。
　４、６、８月の年金天引額は
平成２８年中の所得を基にした仮
徴収額ですが、１０月からの天引
額は平成２９年中の所得を基に改
めて計算した確定額です。天引
きされる額が変更になる場合が
ありますので、ご確認ください。
普通徴収（納付書）の方
　平成３０年度後期高齢者医療保
険料納入通知書（黄緑色の封
筒）を送付します。

　口座振替を希望する方は、同
封の後期高齢者医療保険料口座
振替依頼書に必要事項を明記の
うえ、ご利用の金融機関へお申
し込みください。
　来年度以降も口座振替の継続
を希望する方は、申し出が必要
となりますので、口座振替依頼
書の控えを保険年金課へご持参
ください。すでに申出書を提出
している方は不要です。
普通徴収（口座振替）の方
　平成３０年度後期高齢者医療保
険料賦課決定通知書（ピンク色
の封筒）を送付します。
 保険年金課高齢者医療係（市
役所第二庁舎２階☎０４２−３８７−
９８３４）

問

後期高齢者医療保険後期高齢者医療保険料料

国民健康保険国民健康保険税税

国
民
年
金

国
民
年
金
にに

関
す

　

関
す
るる

お
知
ら

　
　

お
知
ら
せせ



市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 130・7・15

凡　例  日時　 場所　 内容　 講師　 対象　 定員　 費用　 持ち物　 申し込み　 問い合わせ　 その他　 ホームページ　 Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

苦情処理窓口（企画政策課男女共同参画室）
来庁・電話・ファクス・郵送等による苦情の申出・相談

市　　長
申出書

④
通知

②
依頼

①
報告

Ⓐ
調査

Ⓑ
助言
指導

是正勧告
③

調査、報告・意見
（助言・指導
　是正要望等）

▷　性別によって、差別
や不利益を受けた場合
などの人権侵害による
相談

　（例：セクハラがある
のに、会社が対策を講
じようとしないなど）

▷　市が実施する男女平
等や、男女共同参画に
かかわる施策への苦情

　（例：○○審議会委員
の男女の割合が偏って
いる、公文書に差別表
現があるなど）

▷　日常生活のいろい
ろな悩み相談（自分
自身の生き方・配偶
者等からの暴力・離
婚・仕事・子ども・
近所づきあいなど）

資料提出
説明苦情処理委員

男女平等推進審議会

市所管課
当該苦情関係機関等

女性総合
相談等
関係機関

※ⒶⒷは必要に応じて対応します

連
携

連 

携

市民（市内在住・在勤・在学)

申出者

男女平等に関する苦情処理のしくみ
 　

市
が
実
施
し
て
い
る
施
策
に
男

女
差
別
が
見
ら
れ
る
場
合
の
苦
情

や
、
市
民
生
活
を
営
む
う
え
で
差

別
的
な
扱
い
を
受
け
た
場
合
の
人

権
侵
害
に
よ
る
相
談
に
つ
い
て
申

し
出
が
で
き
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
必
要
が

あ
る
場
合
は
、
市
は
当
該
機
関
等

の
調
査
を
し
た
り
、
説
明
を
求

め
、
助
言
・
指
導
、
是
正
の
要
請

を
行
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い 

男
女
平
等
に
関
す
る

男
女
平
等
に
関
す
る 

「
苦
情
」・「
相
談
」
窓

「
苦
情
」・「
相
談
」
窓
口口

　

ま
た
、
苦
情
を
公
平
に
適
切
か

つ
迅
速
に
処
理
す
る
た
め
、
専
門

知
識
の
あ
る
男
女
平
等
苦
情
処
理

委
員
が
苦
情
処
理
を
行
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。
（
左
図
）

■
受
付
時
間
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
午
前
８
時　

分
～
午
後
５

３０

時
 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

 

苦
情
・
相
談
申
出
書
（
企
画
政

策
課
男
女
共
同
参
画
室
、
公
民
館

各
館
、
図
書
館
本
館
に
あ
る
ほ
か

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

明
記
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

対申

は
直
接
、
企
画
政
策
課
男
女
共
同

参
画
室
へ

■
苦
情
処
理
委
員
永
田
晴
夫
さ
ん

（
弁
護
士
）
、
井
爪
利
惠
子
さ
ん

（
男
女
平
等
問
題
お
よ
び
広
く
社

会
の
実
情
に
通
じ
、
社
会
福
祉
の

増
進
に
熱
意
の
あ
る
者
）

 

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
制
度
に

該
当
す
る
か
不
明
な
場
合
は
、
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 　

原
則
毎
週
金
曜
日
と
そ
の
ほ
か

他女
性
総
合
相
談
を

女
性
総
合
相
談
を 

ご
利
用
く
だ
さ

ご
利
用
く
だ
さ
いい

月
に
１
回
、
女
性
総
合
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
（
市
報
毎
月　

日
１５

号
に
翌
月
の
開
催
日
を
掲
載
）
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
困
っ
た
と
き
は

お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

専
門
の
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
、
あ
な
た
の
お
話
を
じ
っ
く
り

お
聞
き
し
ま
す
。
他
の
専
門
機
関

の
紹
介
も
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
構
い

ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 

午
後
１
時　

分
～
４
時　

分

３０

３０

（
要
事
前
申
込
）

 

市
民
相
談
室
（
市
役
所
第
二
庁

舎
１
階
）

■
相
談
方
法
面
談
ま
た
は
電
話
相

談
 

保
育
あ
り
（
１
歳
以
上
の
未
就

学
児
。
１
か
月
前
ま
で
に
要
事
前

申
込
）

 

電
話
で
、
企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
へ

 　

東
京
都
で
は
、
夫
婦
関
係
、
職

場
の
人
間
関
係
な
ど
、
男
性
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

■
相
談
日
時
月
曜
・
水
曜
日
午
後

５
時
～
８
時
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）

■
相
談
窓
口
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ

ラ
ザ
（
☎　

儿
３
４
０
０
儿
５
３

０３

１
３
）們

們
◇
共　

通
◇
們
們

 

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・

１８４

市
役
所
本
庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
５
３ 
　

儿　

儿
１
２
２

０４２

３８７

４
）

時所他申男
性
の
た
め
の

男
性
の
た
め
の 

悩
み
相

悩
み
相
談談

問

FAX

男
女
平
等
社
会
を
め
ざ
し
て

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

コンピュータ処理の
個人情報

コンピュータ処理の
個人情報

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　市では、行政の簡素・効率化
および市民の利便性向上のた
め、業務のＩＴ活用に段階的に
取り組んでいます。
　現在、市民の皆さんからの申
請や届け出を通じて収集された
個人情報をコンピュータにより
記録、処理しています。
　これらの個人情報は、個人情
報保護法、個人情報保護条例、
個人番号の利用並びに特定個人
情報の利用及び提供に関する条
例、個人番号の利用並びに特定
個人情報の利用及び提供に関す
る条例施行規則、電子計算組織
の管理運営に関する規則、電子
情報資産の安全管理対策に関す
る規程に基づいて取り扱い、プ
ライバシーが侵害されることが
ないよう細心の注意が払われて
います。
　また、平成２９年７月から開始
された社会保障・税番号制度
（マイナンバー制度）における

情報提供ネットワークシステム
による情報連携においても、関
係する法令等に従った適切な取
り扱いに努めています。
　情報の収集は必要最小限と
し、業務に関わりのない者が情
報に接することはできません。
　また、市内部での個人情報の
不正使用を監視するため、操作
履歴を記録しており、ご自分の
個人情報の利用状況について開
示請求が可能となっています。
さらに、マイナポータルを利用
すると個人情報が行政機関間で
どのようにやりとりされたかを
確認することができます。
　平成３０年７月現在、個人情報
をコンピュータで処理している
主な業務と記録項目は右表のと
おりです。詳しくは、市ホーム
ページをご覧いただくか、お問
い合わせください。
 情報システム課情報システム
係（☎０４２−３８７−９８２７）
問

コンピュータ処理の個人情報
主な記録項目業務名

共通項目、世帯主氏名、続柄、本籍、住民異動年月日、前住所、住
民票コード、国保被保険者記号番号、国民年金記号番号、国籍、在
留関係項目、マイナンバーなど

住民記録業務

個人番号、印鑑登録番号、登録年月日、異動事由・異動年月日、印
影、印鑑証明発行停止理由・停止年月日、印鑑登録照会年月日など

印鑑登録証明業
務

課税年度、納税義務者および世帯員共通項目、口座振替関係、収入
金額・所得金額、扶養関係、税額控除額、課税標準額、税額など

個人市・都民税
課税業務

（課税）所有者、口座振替関係、固定資産税額、都市計画税額、軽
減税額など
（土地）地目、地積、用途区分、路線評価関係、評価額、課税標準
額など
（家屋）種類、構造、床面積、建築年、評価額、軽減関係など

固定資産税課税
業務

（資格、賦課）共通項目、国保被保険者記号番号、特別徴収、普通
徴収、所得金額、税額、口座振替関係など
（給付）診療報酬関係、診療機関、決定点数、公費負担額、診療内
容など

国民健康保険業
務

国保被保険者記号番号、氏名または名称、住所または所在地、税目、
各税年税額、収入・未収入額、還付、督促・延滞金、口座振替関係
など

市税および国民
健康保険税収納
業務

入所児および保護者共通項目、入所年月日、保育料、保育園名、口
座振替関係など保育業務

氏名、住所、生年月日、登録番号、登録年月日、登録場所など図書館業務
共通項目＝氏名、住所、生年月日、性別
〈個人情報をコンピュータ処理しているこのほかの業務〉
住民記録関連業務・戸籍業務・国民年金業務・後期高齢者医療業務・介護保険業務・
心身障害者支援業務・児童手当業務・就学援助業務・住民基本台帳ネットワークシス
テム・公的個人認証・コンビニ交付サービス・情報連携関係業務（情報提供ネットワ
ークシステムおよび自治体中間サーバーを含む）など



30・7・1 6市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く）

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

■
募
集
戸
数
３
戸

■
住
宅
名
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
小
金

井（
緑
町
４
儿　

儿　

）＝
１
Ｄ
Ｋ

１２

１６

（　

・　

平
方
㍍
。
３
、
６
階
。

３８

４５

単
身
世
帯
向
け
）

■
家
賃
２
万　

円
～
４
万　

円

７００

７００

（
別
途
共
益
費
６
千　

円
）

４００

■
入
居
予
定
日
８
月
中
旬

■
申
込
資
格
次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
方

①
原
則　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

６５

し
世
帯
で
、
市
内
に
引
き
続
き
３

年
以
上
居
住
し
て
い
る
方
（
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
）

②
自
立
し
て
い
る
方
で
次
の
い
ず

れ
か
の
理
由
に
よ
り
、
代
替
え
の

住
宅
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
▽
１
年
以
内
に
立
ち
退
く
よ
う

に
求
め
ら
れ
て
い
る
▽
住
宅
の
老

朽
化
や
、
浴
室
が
な
い
な
ど
に
よ

り
、
安
全
や
衛
生
上
の
問
題
が
あ

る
▽
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４
級
）

で
、
現
住
居
で
の
生
活
が
困
難
で

あ
る
▽
家
賃
が
収
入
月
額
（
年
間

所
得
か
ら
控
除
を
差
し
引
い
た
額

割
る　

）
の
４
割
を
超
え
、
支
払

１２

い
に
困
窮
し
て
い
る
▽
原
則
と
し

て
、
親
族
の
保
証
人
が
い
る
こ
と

③
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
規
定

す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

 

▽
す
で
に
高
齢
者
住
宅
入
居
申

込
書
を
提
出
し
て
い
る
方
に
は
、

別
途
通
知
し
ま
す
の
で
、
再
度
申

し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
▽
今

回
の
住
宅
以
外
に
つ
い
て
も
常
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
▽
持
ち
家
の

方
は
、
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん

 

７
月
９
日
ま
で
に
、
指
定
の
申

込
用
紙
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で

配
布
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

直
接
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅

他申

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
６
１
）
へ

３８７

 　

夏
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生

し
や
す
い
時
期
で
す
。
特
に
朝
か

ら 
日  
差 
し
が
強
い
、
気
温
が
高

ひ 

ざ

い
、
風
が
弱
い
な
ど
の
気
象
条
件

が
重
な
っ
た
場
合
に
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

も
や
が
か
か
っ
た
よ
う
な
視
界

だ
っ
た
り
、

遠
く
を
見
た

と
き
に
建
物

が
か
す
ん
で

見
え
る
場
合
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
が
発
生
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

【
発
生
の
お
知
ら
せ
】

　

注
意
報
（
警
報
）
が
発
令
さ
れ

る
と
、
小
・
中
学
校
、
公
民
館
な

ど
の
市
の
施
設
や
駅
な
ど
に
連
絡

し
、
各
施
設
で
「
注
意
報
（
警

報
）
発
令
中
」
の
黄
色
い
表
示
板

を
掲
げ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
注
意
報
（
警
報
）
が
出
さ
れ
た

ら
】

　

で
き
る
だ
け
外
出
を
避
け
、
屋

外
で
の
運
動
は
控
え
て
く
だ
さ

い
。

【
被
害
に
あ
っ
た
と
き
】

　

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
の
ど

が
痛
く
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
洗
眼

や
う
が
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
も
良
く
な
ら
な
い
と
き

や
気
持
ち
の
悪
い
と
き
は
、
屋
内

や
木
陰
な
ど
の
涼
し
い
と
こ
ろ
で

安
静
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

症
状
の
重
い
と
き
は
医
師
の
診

察
を
受
け
、
環
境
政
策
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
発
生
を
抑
え
る
た
め
に
】

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
塗
料
や

薬
品
な
ど
か
ら
発
生
す
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ

（
揮
発
性
有
機
化
合
物
）
や
自
動

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
を

車
の
排
気
ガ
ス
等
に
よ
る
大
気
の

汚
染
が
原
因
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
自
動
車
の
使
用
は

控
え
、
自
転
車
・
バ
ス
・
電
車
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
東
京
都
環
境
局
か
ら
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
注
意
報
等
の
メ
ー
ル
が

受
信
で
き
ま
す
】

　

詳
し
く
は
、
東
京
都
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.o
x.kan

ky

o
.m
etro

.to
kyo
.jp
/regist.h

t

m
l

）
で
利
用
条
件
を
確
認
の
う

え
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

環
境
政
策
課
環
境
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
１
７
）

３８７
   

市
内
在
住
で
、
お
子
さ
ん
が
私

立
幼
稚
園
等
に
通
園
し
て
い
る
方

■
支
給
金
額
平
成　

年
度
の
市
民

３０

税
所
得
割
額
に
応
じ
て
支
給
金
額

が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
保

育
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階
）

ま
た
は
在
園
す
る
幼
稚
園
等
で
配

布
す
る
補
助
金
の
お
知
ら
せ
を
ご

覧
く
だ
さ
い 

平
成　

年
７
月
１

３０

日
現
在
、
幼
稚
園
等
に
通
園
し
て

い
る
場
合
は
、
幼
稚
園
等
を
通
じ

て
申
請
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

各
園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
平
成　

年
３０

１
月
１
日
現

在
、
小
金
井
市

に
住
民
票
が
な

か
っ
た
方
は
、

問予
防
接
種
等
保
健
衛
生
事
業
は
健
康
ガ
イ
ド
へ ・

どど
もも

子子

育育
てて

子子
私
立
幼
稚
園
等

就
園
奨
励
費
・

保
護
者
補
助
金
の
申
請
を

対

申

平
成　

年
度
市
民
税
課
税
（
非
課

３０

税
）
証
明
書
ま
た
は
納
税
通
知
書

の
写
し
も
必
要
で
す
※
７
月
２
日

以
降
に
入
園
す
る
場
合
は
、
保
育

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い 

保
育

課
保
育
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

６
）

 　

食
品
リ
サ
イ
ク
ル 
堆 
肥
で
育
て

た
い

た
じ
ゃ
が
い
も
を
収
穫
し
て
、
資

源
循
環
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

 

７
月
９
日
（
月
）
、　

日
１０

（
火
）
い
ず
れ
も
午
前　

時
～　

１０

１１

時
、
午
後
３
時
～
４
時 

東
京
学

芸
大
学
環
境

教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
内
実

験 
圃 
場 

各

ほ

回　

人
（
申

１５
込
順
） 

７
月
２
日
か
ら
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
ご
み
対
策
課
清
掃

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
５
）
へ

３８７

  

７
月　

日
（
火
）
午
前　

時
～

１７

１１

　

時　

分 

図
書
館
本
館 

市
内

１１

３０

在
住
の
０
～
２
歳
児
と
保
護
者 

　

組
（
申
込
順
） 

７
月
３
日
か

１０ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
図
書
館

本
館（
☎　

儿　

儿
１
１
３
８
）へ

０４２

３８３

  

７
月　

日
（
水
）
、　

日
（
木
）

２５

２６

午
前
８
時　

分
～
正
午 

図
書
館

３０

緑
分
室 

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
校
５
・
６
年
生 

各
日
５
人

（
多
数
抽
選
） 

７
月
２
日
～　
１３

日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
図
書

館
緑
分
室
（
☎　

儿　

儿
７
３
０

０４２

３８７

２
）
へ

問

親
子
で
体
験
資
源
循
環
教
室

時

所

定申

と
と
け
っ
こ
う
の
お
へ
や

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の

読
み
聞
か
せ

時

所

対

定

申

小
学
生
の
一
日
図
書
館
員

を
募
集

時

所

対

定
申

 　

登
録
を
希
望
す
る
方
の
た
め

に
、
会
則
、
援
助
活
動
ま
で
の
流

れ
、
仕
組
み
を
説
明
し
ま
す
。

 

７
月　

日
（
土
）
午
前　

時
～

２１

１０

　

時　

分 

保
健
セ
ン
タ
ー 

依

１１

３０

頼
会
員
＝
市
内
在
住
で
、
原
則
生

後　

日
～
小
学
生
の
子
ど
も
と
同

５７
居
し
て
い
る
方
▽
協
力
会
員
＝
援

助
活
動
に
関
心
の
あ
る　

歳
以
上

２０

の
方
（
協
力
会
員
講
習
会
へ
の
参

加
が
必
要
で
す
） 

保
育
あ
り

（
要
事
前
申
込
） 

７
月
７
日
か

ら
、
電
話
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿

０４２

３２０

１
７
０
１
＝
日
曜
・
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

 
【
①
育
児
支
援
ヘ
ル
パ
ー
】

　

出
産
直
後
で
あ
っ
て
介
助
す
る

方
が
い
な
い
家
庭
や
多
胎
の
家

庭
、
育
児
が
困
難
な
状
況
に
あ
る

家
庭
に
対
し
、
相
談
に
応
じ
な
が

ら
、
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

 

市
内
在
住
で
出
産
・
退
院
後
２

か
月
以
内
の
方
（
多
胎
出
産
の
場

合
１
年
以
内
の
方
） 

１
時
間
千

円
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
は
無

料
） 

申
請
書
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
へ

【
②
子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
】

　

保
護
者
の
方
が
、
傷
病
、
看
護
、

冠
婚
葬
祭
、
出
張
、
育
児
疲
れ
、

育
児
不
安
な
ど
で
、
子
ど
も
を
養

育
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
と

き
に
、
市
が
指
定
す
る
児
童
養
護

施
設
で
短
期
間
（
宿
泊
）
、
子
ど

も
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
か
ら
現
在
通
っ
て

い
る
市
内
の
保
育
園
や
学
校
へ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
説
明
会

時

所

対

他申

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

実
施
事
業
の
ご
紹
介

対

￥

申

高
齢
者
住
宅
入
居
者
募
集

送
迎
も
可
能
で
す
。

　

な
お
、
利
用
を
希
望
す
る
方
は

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

市
内
在
住
の
２
歳
～
小
学
生 

１
泊
３
千
円
（
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
は
無
料
）
。
そ
の
他
実
費
負

担
あ
り 

申
請
書
に
必
要
事
項
を

明
記
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
へ

【
③
虐
待
相
談
】

　

皆
さ
ん
の
周
り
で「
虐
待
か
な

？
」と
思
う
よ
う
な
出
来
事
が
あ

れ
ば
、
す
ぐ
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
者
の
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
※
虐
待
に
当
た
ら

な
い
場
合
で
も
責
任
は
問
わ
れ
ま

せ
ん

■
虐
待
通
報
専
用
電
話
☎　

儿　
０４２

３２１

対

￥

申

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
～
土
曜
日
午

前
９
時
～
午
後
５
時
■
フ
ァ
ク
ス

相
談 
　

儿　

儿
３
１
９
０
※
緊

０４２

３２１

急
時
は
、
児
童
相
談
所
全
国
共
通

ダ
イ
ヤ
ル
（
☎ 
１  
８  
９ 
）
に
ご
連

い
ち 
は
や 

く

絡
く
だ
さ
い
。
つ
な
が
ら
な
い
場

合
は
（
☎
０
５
７
０
儿　

儿　

）

０６４

０００

へ

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

①
②
の
申
請
書
は
同
セ
ン
タ
ー

で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
〒　

儿
０
０
１
５
貫
井
北
町
５

１８４

儿　

儿　

☎　

儿　

儿
３
１
６
１

１８

１８

０４２

３２１

 
　

儿　

儿
３
１
９
０
）

０４２

３２１
FAX

他問FAX

%
%

%
%

　地域の皆さんに市内の認可保育施設を開
放し、園児や保育士との交流を通じ、子育
てのお手伝いをします。

　なお、雨天の場合の対応等、詳しくは直
接各保育施設にお問い合わせください。
 各保育施設問

みんなであそぼうほいくえん

※要事前申込
開放日施設名

木・土、９：３０〜１１：３０　市立くりのみ
（☎０４２−３８３−１１８０）

水・金・土、９：３０〜１１：
３０（土は１１時まで）

市立わかたけ
（☎０４２−３８３−１１８１）

火・木、９：３０〜１１：３０市立小金井
（☎０４２−３８１−２２３７）

月〜金、９：３０〜１１：３０市立さくら
（☎０４２−３８３−１１８２）

火・木、９：３０〜１１：３０
（８月はお休み）

市立けやき
（☎０４２２−６０−０７７０）

水、９：３０〜１１：００ひなぎく
（☎０４２２−５５−４４１７）

開放日施設名

月〜金、１０：００〜１２：３０愛の園
（☎０４２−３２５−１０４５）

７／６、１３、２０、９／７、
２１、２８のいずれも金曜日、
１１：００〜１２：００

貫井
（☎０４２−３８１−３５７５）

７／２８（土）、１０：００〜
１１：００（水遊び）※

ひまわり
（☎０４２−３８３−２７８８）

木、１０：３０〜１１：３０（８月
はお休み）※

小金井けやきの森認
定こども園
（☎０４２−４０１−１６３８）

火・木・金、１０：３０〜１１：
３０（お散歩または水遊び）

また明日
（☎０４２−３８６−８２８０）

■園庭開放（７月〜９月。祝日を除く）
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８
月
２
日
（
木
）
午
後
１
時
～

４
時 

東
京
農
工
大
学
科
学
博
物

館 

佐
藤
友
久
さ
ん
（
東
京
農
工

大
学
名
誉
教
授
） 

中
学
生 
　
２４

人
（
申
込
順
） 

７
月
４
日
午
前

　

時
か
ら
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

１０ 第
１
回
ジ
ュ
ニ
ア

サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
は
何
？

儿
そ
の
不
思
議
な
性
質

時

所
講

対

定

申

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
氏
名
・
性
別
・

学
年
・
学
校
名
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、
同
博
物
館
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８８

７
１
６
３ 
　

儿　

儿
７
５
９
８

０４２

３８８

 

kah
aku
@
cc.tu

at.ac.jp

）へ

  

８
月　

日
（
土
）～　

日
（
日
）

２５

２６

の
１
泊
２
日
（
往
復
バ
ス
使
用
）

 

市
立
清
里
山
荘 

自
然
観
察
と

野
菜
収
穫
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
等

FAX

糸清
里
山
荘
自
然
体
験
教
室

時所

内

■
指
導
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

東
京
会
小
金
井
支
部 

市
内
在
住

の
小
学
校
３
年
生
～
中
学
生 
　
３６

人
（
多
数
抽
選
） 

４
千
円
（
食

事
・
保
険
代
ほ
か
） 

７
月　

日
２５

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

（
１
人
１
通
）
に
住
所
・
本
人
お

よ
び
保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
学
校
名
・
学
年
・
性
別
・

生
年
月
日
・
保
護
者
電
話
番
号
を

明
記
し
、
小
金
井
市
立
清
里
山
荘

対

定

￥
申

　

市
で
は
子
ど
も
が
自
由
な
発
想

で
自
由
に
遊
べ
る
冒
険
遊
び
場

（
プ
レ
ー
パ
ー
ク
）
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

〈
７
月
は
大
掃
除
、プ
レ
パ
鍋

等
を
実
施
〉

 

７
月　

日
～　

日
＝
い
け
と
お

２４

２６

が
わ
大
掃
除
、　

日
＝
く
じ
ら
山

２７

大
掃
除 

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、

軍
手
、
着
替
え
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ

ュ
ー
ズ
、
網
※
お
昼
に
プ
レ
パ
鍋

を
食
べ
た
い
方
は
食
器
、
主
食
、

刻
み
野
菜
を
持
参

【
い
け
と
お
が
わ
プ
レ
ー

　

パ
ー
ク
】

 

毎
週
火
曜
・
水
曜
・
木
曜
・
土

曜
日
※
月
１
回
木
曜
日
の
乳
幼
児

向
け
野
外
親
子
ひ
ろ
ば
「
い
ち

ご
」
で
は
、
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す 

東
京
学
芸
大

学
プ
レ
イ
パ
ー
ク

時

持

時

所

【
く
じ
ら
山
プ
レ
ー
パ
ー
ク
】

 

毎
週
金
曜
日 

都
立
武
蔵
野
公

園
く
じ
ら
山

 

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

午
前　

時
～
午
後
５
時
（
荒
天

１０

中
止
）
※
当
日
の
開
催
状
況
等
詳

細
に
つ
い
て
は
、
同
事
業
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.ko
gan

ei-yu
.n
et/p
layp

ark

）
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い 
　

歳
未
満
の
児
童
と
保

１８

護
者 

午
前　

時
～
午
後
２
時
を

１０

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
、
午
後
２

時
～
５
時
を
小
・
中
・
高
校
生
世

代
が
主
に
使
用
す
る
時
間
と
し

て
、
年
代
ご
と
の
利
用
に
配
慮
し

て
い
ま
す 

開
催
状
況
、
行
事
内

容
に
つ
い
て
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
が

ね
い
子
ど
も
遊
パ
ー
ク
（
☎　

儿
０８０

６
８
８
０
儿
９
８
０
９
）、事
業
に

つ
い
て
＝
児
童
青
少
年
課
児
童
青

少
年
係（
☎　

儿　

儿
９
８
４
７
）

０４２

３８７

時

所
南小南小

はけの道はけの道

東八道路東八道路

くじら山くじら山

小金井新橋小金井新橋

野川野川

←二中←二中

バ
ス
停
バ
ス
停

都立武蔵野公園都立武蔵野公園

畑畑
時

対
他

問

　

儿
３
０
９
０
儿
９
０
２
９
）
へ

０８０
 

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
７
９
）

０４２

３８７

 　

初
め
て
の
方
に
親
子
あ
そ
び
ひ

ろ
ば
「
ゆ
り
か
ご
」
を
ゆ
っ
く
り

ご
案
内
し
ま
す
。
プ
レ
マ
マ
・
プ

レ
パ
パ
も
参
加
で
き
ま
す
。

 

７
月　

日
（
水
）
午
前　

時
～

１８

１１

　

時　

分 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

１１

３０

ン
タ
ー 

未
就
学
児
と
保
護
者 

電
話
ま
た
は
直
接
、
同
セ
ン
タ
ー

（
☎　

儿　

儿
３
１
４
１
＝
月

０４２

３２１

曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）
へ

  　

４
月
か
ら
、
介
護
保
険
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
制
度
改
正
内

容
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

市
内
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

　

期
間
が
過
ぎ
て
も
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
が
届
か
な
い
場
合
は
、
介
護

福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
配
布
期
間
７
月
３
日
（
火
）
～

６
日
（
金
）

 

介
護
福
祉
課
介
護
保
険
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
２
）

０４２

３８７

  

７
月　

日
（
火
）
午
後
１
時　

１７

３０

分
～
３
時　

分
（
１
人　

分
程

３０

３０

度
） 

小
金
井
み
な
み
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー 
　

歳
以
上
の
方

６５

で
、
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を

問子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

よ
う
こ
そ　

ゆ
り
か
ご
へ

儿
ゆ
り
か
ご
っ
て
、

　

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

時

所
対

申

ひ
ろ
ひ
ろ
ばば

福
祉
福
祉
のの

平
成　

年
度
介
護
保
険
制
度

３０

改
正
の
お
知
ら
せ

を
全
戸
配
布

問介
護
予
防
相
談
会

時

所

対

受
け
て
い
な
い
方
■
対
象
地
域
本

町
６
丁
目
、
前
原
町
、
貫
井
南
町

 

５
人
（
申
込
順
） 

７
月
２
日

か
ら
、
電
話
で
小
金
井
み
な
み
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿
０４２

　

儿
８
４
０
０
）
へ

３８８
 　

加
齢
と
と
も
に
進
む
バ
ラ
ン
ス

能
力
や
筋
力
の
衰
え
防
止
に
一
緒

に
体
操
し
ま
し
ょ
う
。

 
 

７
月
６
日
（
金
）
＝
さ
く
ら

体
操
・
朗
読
、　

日
（
金
）
＝
さ

１３

く
ら
体
操
・
英
会
話
、
い
ず
れ
も

午
後
１
時
～
３
時 

東
京
工
学
院

専
門
学
校
エ
ア
ト
ラ
ホ
ー
ル
２
階

（
前
原
町
５
儿
１
儿　

） 

お
お

２９

む
ね　

歳
以
上
の
方 

各
日　

人

６５

１２

（
当
日
先
着
順
） 
　

円
■
集
合

２００

場
所 

小
金
井
み
な
み
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
８

０４２

３８８

４
０
０
）

 
【
無
料
学
習
教
室
】

 

８
月　

日
（
火
）～　

日
（
木
）

２１

２３

午
前
９
時
～　

時 

同
セ
ン
タ
ー

１１

本
町
作
業
所
（
本
町
６
儿
５
儿

　

） 
 

小
学
校
３
～
６
年
生
＝

１６算
数
、
中
学
生
＝
英
語
・
数
学 

同
セ
ン
タ
ー
会
員 
　

人
（
申
込

３０

順
） 

７
月
２
日
か
ら
、
電
話
ま

た
は
直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
（
貫
井

北
町
１
儿
８
儿　

）へ
２１

【
出
張
入
会
説
明
会
】

 

７
月
４
日
（
水
）
午
後
２
時
～

３
時　

分 

商
工
会
ギ
ャ
ラ
リ
ー

３０

（
梶
野
町
５
儿
１
儿
１
） 

市
内

在
住
の　

歳
以
上
の
方 
　

人

６０

１０

（
当
日
先
着
順
）

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
６

０４２

３８３

１
４
１
）

定

申

健
康
的
に
過
ご
す
た
め
の

カ
ラ
ダ
い
き
い
き
体
操

時
内

所

対

定
￥

問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

時

所

対
内

講

定

申

時

所

対定

問

「
自
然
体
験
教
室
」
（
〒　

儿
０

４０７

３
０
１
山
梨
県
北
杜
市
高
根
町
清

里
字
念
場
原
３
５
４
５
儿
１
☎
０

５
５
１
儿　

儿
４
６
４
９
）
へ

４８

  

７
月　

日
（
金
）
午
前　

時
～

２０

１１

　

時　

分 

公
民
館
東
分
館 

市

１１

３０

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
０
～
２

歳
児
と
保
護
者 
　

組
（
申
込

２０

順
） 

７
月
１
日
か
ら
、
電
話
ま

た
は
直
接
、
図
書
館
東
分
室
（
☎

赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
お
は
な
し
会

時

所

対

定

申

　

儿　

儿
４
５
５
０
）
へ

０４２

３８３

  

７
月
７
日
（
土
）
午
前　

時　
１０

３０

分
～
午
後
０
時　

分
（　

時　

分

３０

１０

１０

受
付
開
始
） 

第
一
中
学
校
第
２

会
議
室 

宮
本
ま
き
子
さ
ん
（
家

族
問
題
評
論
家
） 
　

人 

電
話

３０

で
同
講
座
実
行
委
員
・
村
松
（
☎

思
春
期
子
育
て
講
座

思
春
期
な
ん
か
こ
わ
く
な
い
！

思
春
期
で
揺
れ
る
子
ど
も
へ
の

親
の
対
応

時

所

講

定

申

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

冒
険
遊
び

冒
険
遊
び
場場（（
プ
レ
ー
パ
ー

プ
レ
ー
パ
ー
クク
））か
ら
の
お
知
ら

か
ら
の
お
知
ら
せせ

小学校小学校

幼稚園幼稚園水車が目印水車が目印

連雀通り
連雀通り

武蔵小金井駅→武蔵小金井駅→
正門正門

中
学
校

中
学
校 新

小
金
井
街
道

新
小
金
井
街
道

バス停バス停

バ
ス
停
バ
ス
停

東京学芸
大学
東京学芸
大学

東
門
東
門

プ
ー
ル
門

プ
ー
ル
門

体
育
館

体
育
館

家庭福祉家庭福祉員員（（保育ママ保育ママ）・）・保保
育室・認証保育育室・認証保育所所ご利用くださご利用くださいい

電話番号所在地保育年齢定員名　称

☎３８１−７９１４貫井南町４−
２０−３１０歳児～

就学前

１４人こどもの家保
育園保

育
室

☎３８５−１６４２本町３−１２−
３０１８人どろんこ保育

所

☎３８２−７００７本町１−８−
１４

０歳児～
就学前

３２人小金井プチ・
クレイシュ

認
証
保
育
所

☎３１６−１０８１本町６−１４−
４５２４人にじいろ保育

園武蔵小金井

☎３８４−１８３９
中町２−２４−
１６東京農工大
学内

２６人回帰船保育所

☎３２４−６６２９
貫井北町４−
１−１東京学
芸大学内

４０人
東京学芸大　
学芸の森保育
園

☎３８６−５０８７緑町１−２−
３９６０人

ココファン・
ナーサリー東
小金井

☎３８１−５８５４関野町２−６
−８４０人小金井公園　

ハイジ保育園

※表中、電話番号は市外局番０４２を省略しています
※表中の施設、家庭福祉員は７月１日現在のものです

電話番号所在地保育年齢定　員家庭福祉員

☎０４２２−３２−３５５５東町２−２２−２５

０歳児～
２歳児各３人

瀧川　依子

☎３８４−５８５４貫井南町３−６
−２４加藤　文乃

☎３８４−７４１２緑町５−１７−２０小針　紀子

☎３８１−５６０６東町４−３５−１８細田千恵子

☎３８５−６６３５本町２−１３−３平島るみ子

【家庭福祉員（保育ママ）】
　家庭福祉員は、仕事や病気などで保育できない生後６
週間以上３歳未満のお子さんを、市が認定した家庭福祉
員の自宅で保育します。
　保育をご希望の方は、各家庭福祉員（下表）に直接お
問い合わせください。
【保育室、認証保育所】
　保育室、認証保育所は、東京都と市の一定の基準を満
たす保育施設です。仕事や病気などで保育できない方に
代わって、お子さんを保育します。
　保育をご希望の方は、各施設（右表）に直接お問い合
わせください。
 !

#

"

$

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%

&
&

&
& 保育課保育係（☎０４２−３８７−９８４６）問



30・7・1 8市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く）

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

 　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整
委
員

（
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
）制
度
は
、

市
が
実
施
ま
た
は
関
与
す
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
全
般
に
つ
い
て
、
内
容

等
が
納
得
で
き
な
い
、
直
接
苦
情

を
言
い
に
く
い
な
ど
の
場
合
に
、

公
正
な
第
三
者
的
機
関
で
あ
る
福

祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
苦
情
等
の
申

し
立
て
や
相
談
を
す
る
こ
と
の
で

き
る
市
独
自
の
仕
組
み
で
す
。

　

福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
苦
情
等

を
受
け
る
と
、
市
や
関
係
者
か
ら

事
情
を
聴
く
な
ど
、
調
査
、
審
査

等
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
苦
情
等
に
理
由
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
市

長
に
対
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
見
直

し
を
勧
告
し
た
り
、
制
度
を
改
め

る
よ
う
意
見
表
明
し
ま
す
。

【
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は

　

次
の
方
で
す
】

▽
坂
井
愛
さ
ん
（
弁
護
士
）

▽
藤
田
太
郎
さ
ん
（
弁
護
士
）

【
寄
せ
ら
れ
た

　

苦
情
相
談
等
は
９
件
】

　

平
成　

年
度
中
に
福
祉
オ
ン
ブ

２９

ズ
マ
ン
が
対
応
し
た
苦
情
相
談
等

は
、
面
接
に
よ
る
も
の
が
６
件
、

電
話
に
よ
る
も
の
が
３
件
で
し

た
。

　

そ
の
内
容
は
、
介
護
保
険
１

件
、
障
が
い
者
福
祉
１
件
、
児
童

福
祉
２
件
、
生
活
保
護
５
件
で
し

た
。

　

福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
苦
情

等
の
内
容
を
丁
寧
に
聴
く
と
い
う

姿
勢
で
の
対
応
を
心
掛
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
例
に
応
じ
て
申
立
人
へ

の
説
明
や
助
言
、
市
の
担
当
部
門

等
へ
の
照
会
等
を
行
い
、
苦
情
の

平
成　

年
度

２９

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整

委
員
制
度
の
運
営
状
況

解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
苦
情
申
し
立
て
の
方
法
】

　

事
務
局
に
事
前
に
苦
情
相
談
の

予
約
を
し
、
水
曜
日
の
午
後
１
時

～
５
時
に
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が

直
接
面
談
し
て
、
苦
情
等
を
お
聴

き
し
ま
す
。

　

な
お
、
苦
情
相
談
等
の
予
約
は

水
曜
日
以
外
で
も
電
話
等
で
事
務

局
職
員
が
受
け
付
け
、
日
程
を
調

整
し
ま
す
。

 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整
委
員

事
務
局
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所

１８４

不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
８
階
☎

 

＝　

儿　

儿
１
２
２
５
）

０４２

３８３

 　

介
護
予
防
や
地
域
に
つ
い
て
学

び
な
が
ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
職

員
の
補
助
と
し
て
活
動
す
る
元
気

な
高
齢
者
の
方
を
養
成
し
ま
す
。

 

７
月　

日
（
火
）
午
後
３
時
～

１７

４
時　

分 

商
工
会
館 

市
内
在

３０

住
の
要
介
護
認
定
等
を
受
け
て
い

な
い　

歳
以
上
の
方 
　

人
（
多

６５

３０

数
抽
選
） 

７
月　

日
ま
で
に
、電

１３

話
ま
た
は
直
接
、
介
護
福
祉
課
包

括
支
援
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２

階
☎　

儿　

儿
９
８
４
５
）
へ

０４２

３８７

 　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
持
ち
、
認
知
症
の
方
や
家
族
を

応
援
し
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

地
域
を
作
る
応
援
団
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し
ま
す
。

 

７
月　

日
（
火
）
午
後
２
時
～

１７

３
時　

分 

小
金
井
ひ
が
し
地
域

３０

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

初
め
て
本

講
座
を
受
講
す
る
方 
　

人
（
申

１５

込
順
） 

７
月
２
日
か
ら
、
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
６

０４２

３８６

５
１
４
）
へ

問FAX市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
認
定
サ
ブ

ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座
説
明
会

時

所

対
定

申

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

時

所

対定

申

ド
ラ
イ
ア
イ
に
つ
い
て

　

最
近
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
の
長
時
間
の
使
用
に

伴
い
、
眼
の
疲
れ
や
違
和
感
を

感
じ
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
で

す
。
眼
の
疲
れ
や
違
和
感
の
原

因
の
一
つ
と
し
て
、
ド
ラ
イ
ア

イ
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
ア
イ
は
お
お
ま
か
に

涙
の
量
が
減
っ
て
し
ま
う
タ
イ

プ
と
、
涙
が
す
ぐ
に
蒸
発
し
て

し
ま
う
（
つ
ま
り
、
涙
の
質
に

問
題
が
あ
る
）
タ
イ
プ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
涙
の
量
が
少
な
い

場
合
に
は
、
「
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
」
と
い
う
化
粧
品

に
も
入
っ
て
い
る
成
分
の
目
薬

で
軽
快
す
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
涙
が
蒸
発
し
や
す
い
タ
イ

プ
で
は
、
も
と
も
と
胃
薬
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
「
レ
バ
ミ
ピ

ド
」
と
い
う
薬
の
点
眼
や
「
ジ

ク
ア
ホ
ソ
ル
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
と

い
う
比
較
的
最
近
出
て
き
た
目

薬
を
使
い
ま
す
。
軽
快
し
な
い

場
合
は
ま
ぶ
た
を
温
め
て
、
上

下
の
ま
ぶ
た
に
存
在
す
る
マ
イ

ボ
ー
ム
腺
と
い
う
器
官
か
ら
油

が
出
や
す
く
す
る
治
療
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
中
に
は
デ

モ
デ
ッ
ク
ス
（
ま
つ
毛
ダ
ニ
）

と
い
う
ダ
ニ
が
原
因
と
な
り
、

ド
ラ
イ
ア
イ
を
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
ダ
ニ
に

対
す
る
対
策
も
必
要
で
す
。

　

ド
ラ
イ
ア
イ
は
眼
の
違
和
感

や
単
に
目
が
乾
く
と
い
う
症
状

の
ほ
か
、
頭
痛
を
起
こ
す
こ
と

も
あ
り
、
「
ド
ラ
イ
ア
イ
の
治

療
で
頭
痛
が
よ
く
な
っ
た
」
と

い
う
患
者
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
（
頭
痛
は
、
ま
ず
最

初
は
内
科
や
脳
神
経
外
科
な
ど

で
の
診
療
が
必
要
で
す
）

　

眼
の
違
和
感
を
感
じ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
方
、
も
し
か
し
た
ら

ド
ラ
イ
ア
イ
が
隠
れ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

小
金
井
市
医
師
会

 

尾
本　

周

熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱中中中中中中中中中中中中中中中中症症症症症症症症症症症症症症症症熱中症にににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごご注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意ご注意ををををををををををををををををを熱中症熱中症ににご注意ご注意をを
　熱中症は、高温多湿な環境に長くい
ることで、徐々に体の水分や塩分のバ
ランスが崩れ、体温調節機能がうまく
働かなくなり、体内に熱がこもった状
態を指します。屋外だけでなく室内に
いるときにも注意が必要です。目ま
い、立ちくらみ、手足のしびれ、吐き
気などの症状がみられ、重症化すると
命にかかわることもあります。なお、
高齢者は暑さや水分不足に対する感覚
機能が低下しており、暑さに対するか
らだの調整機能も低下しているので、
特に注意が必要です。
予防のポイント
【暑さを避ける】
　気温や湿度が高い日は適度に扇風機
やエアコンを使いましょう。遮光カー
テン、すだれ、打ち水を利用すること
も有効です。また、外出する際は日傘
や帽子で直射日光を避けるよう心掛け
ましょう。
【服装を工夫する】
　通気性のよい素材のものを選び、襟
元をなるべく緩めるなど、通気をよく
しましょう。

【こまめに水分補給をする】
　体温を下げるためには、しっかりと
汗をかくことが重要です。失った水分
と塩分は十分に補給しましょう。
【体調を考慮する】
　二日酔い、風邪、寝不足、食事を取
っていないなどの状態では、暑いとこ
ろでの活動を控えましょう。
応急処置
　熱中症は早い段階での対応が重要で
す。症状が現れたら、適切に処置しま
しょう。
渇エアコンが効いている室内や風通し
のよい日陰など、涼しい場所へ避難す
る
渇衣服をゆるめ、か
らだを冷やす（特に、
首の周り、 脇 の下、

わき

足の付け根など）
渇水分・塩分を補給
する
渇自力で水が飲めない、意識がないな
どの場合は、すぐに救急車を呼ぶ
 健康課問

  　

気
管
支
ぜ
ん
息
、
慢
性
気
管
支

炎
、
ぜ
ん
息
性
気
管
支
炎
、
肺
気

し
ゅ
お
よ
び
そ
れ
ら
の
続
発
症
に

つ
い
て
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

方
を
対
象
に
、
医
療
費
の
助
成
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

新
規
の
認
定
期
間
は
、
申
請
日

か
ら
２
年
経
過
し
た
直
近
の
誕
生

月
末
日
ま
で
で
、
２
年
ご
と
に
更

新
申
請
が
必
要
で
す
の
で
忘
れ
ず

に
更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に
生
年
月
日
が
平
成
９
年

４
月
１
日
以
前
の
方
は
、
更
新
手

続
き
を
忘
れ
、
資
格
を
喪
失
す
る

と
、
再
度
認
定
を
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

 

健
康
課

  

８
月
１
日
（
水
）
午
後
３
時
か

ら
、
３
時　

分
か
ら 

保
健
セ
ン

３０

タ
ー 

歯
科
健
診
（
幼
児
の

み
）
、
歯
磨
き
練
習
、
食
育
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど 
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掲載内容の詳細は、主催者にお問い合わせください。

情情報報アア・・ララ・・カカルルトト情報ア・ラ・カル情報ア・ラ・カルトト このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に市および教育委員会は携わ
っていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わせください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

 

●夏休み木工チャレンジ２０１８　市内
で販売する木工キットで自由に制作
した作品のコンテスト。小金井　宮
地楽器ホールで展覧会、表彰式を開
催■キット販売場所観光まちおこし
協会ほか 小学生以下 ５００人 ５００
円 同実行委員会・飯田（㈱タカキ
ホーム内☎０４２−３８７−５５５５ http: 
//mokkocha.com/）
●クラフトワーク−縄ない体験と縄
のうず巻きコースター　 ７月の毎
週木曜日午前１０時～午後２時 環境
楽習館 ３００円（材料費等） 当日直
接会場へ。４人以上の参加は事前に
電話でＮＰＯこがねい環境ネットワ
ーク・瀧本（☎０７０−６９８１−９３３７）へ
●小金井ファーマーズ・マーケット
夏の感謝祭　 ７月７日（土）、８日
（日）午前９時～午後５時 ＪＡ東京
むさし小金井ファーマーズ・マーケ
ット 小金井産農産物（野菜・花・
植木）や友好ＪＡ商品の販売、模擬店
 同マーケット（☎０４２−３８５−３２８１）
●相続・遺言等暮らしと事業の無料
相談会　 ７月１１日（水）午後１時
３０分～４時３０分 公民館貫井北分館
学習室Ａ 予約者優先。当日来場も
可。時間制限なし 電話で、東京都
行政書士会多摩中央支部・吉田（☎
０４２−３８１−１７７９）へ
●遠藤昭定、佐藤洋一郎、舘健一絵
画３人展　 ７月１１日（水）～１６日
（祝）午前１０時～午後６時（１１日は
２時から。１６日は４時まで） 小金
井　宮地楽器ホール市民ギャラリー
 水彩画、油絵、水墨画 無料 ア
トリエＹＯＣＨＡＮ・舘（☎０４２−
３８８−１６０２）
●昭和信用金庫ビジネスマッチング
交流会２０１８　 ７月１２日（木）午前
１０時～午後５時 新宿ＮＳビル地下
１階イベントホール（新宿区西新宿
２丁目） 販路拡大、新たな連携先
の発見等ビジネスチャンスをお求め
の方 当日直接会場へ 同金庫（☎
０３−３４２２−６６６７ http://www. 
shinkin.co.jp/showa/）
●小金井史談会歴史見学写真展　 
７月１３日（金）～１６日（祝）午前１０
時～午後５時（１６日は４時まで） 
小金井　宮地楽器ホールマルチパー
パススペース 同会・塚田（☎０８０
−１３６８−０６３０）
●認知症講座−認知症の経過と症
状、Ｑ＆Ａ　 ７月１４日（土）午後
１時３０分～３時 聖ヨハネ会本館戸
塚ホール（桜町１−３−２２） 寺田
久子さん（桜町病院精神神経科部

催催 しし ・・ 講講 座座催 し ・ 講催 し ・ 講 座座
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時
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長）、中村亨子さん（認知症看護認定
看護師） ４０人（当日先着順） 同
病院認知症疾患医療センター（☎０４２
−３８３−４１１４＝午前９時～午後４時）
●第８４回はけの森調査会−もっと知
りたい！水生昆虫　  ７月１５日
（日）午前９時３０分都立野川公園北門
（二枚橋）集合～正午同公園内わき
水広場解散（雨天中止） １００円（保
険代等） 水筒、帽子、川の中に入
る用意（ベルトサンダル等）、虫・
魚網、虫入れ 当日直接集合場所へ
 同会・大橋（☎０４２−３８３−０２７２）
●Ｂ型肝炎と給付金制度の学習会　
 ７月１５日（日）午後１時３０分～４
時 前原暫定集会施設 小沢年樹さ
ん（弁護士） 市内在住・在勤・在
学の方 ５０人（当日先着順） 無料
 ミニ相談会もあります 小金井地
区肝友会・井川（☎０４２−３８３−２０６０）
●小金井雑学大学　 ７月１５日（日）
午後２時から インバウンド４,０００
万人時代−外国人観光客の現場と課
題 市民会館・萌え木ホールＡ会議
室 １００円（資料代） 当日直接会場
へ 田中（☎０８０−５６４５−１４７７）
●亜細亜大学吹奏楽団サマーコンサ
ート−トロンボーン奏者渡辺善行先
生を迎えて　 ７月１５日（日）午後３
時３０分開演（３時開場） 同大学３号
館講堂 無料 予約者優先。当日直
接来場も可 電話、Ｅメールまたは
ＨＰで同楽団・高橋（☎０４２２−５４−
５３１９ auwo@asia-u.ac.jp htt 
p://www2.asia-u.ac.jp/~auwo/）へ
●はたおり教室　 ７月２１日、２２
日、２７日～２９日、３１日いずれも午前１０
時から 文化財センター 小学校４
年生～中学生 各日７人（多数抽選）
 ５００円 ７月９日（必着）までに、
往復はがきに氏名・住所・学年・身
長・電話番号・希望日を明記し、は
たおり教室・池田（〒１８４−００１３前原
町３−９−３☎０９０−４６６６−１４１２）へ
●小金井の「ゆく水くる水」を考え
る　 ７月２１日（土）午前１０時～午
後０時３０分 市民会館・萌え木ホー
ル ゆく水の環境負荷を減らし清浄
なくる水を保つ方法とは 橋本淳司
さん（水ジャーナリスト） ５００円
（資料代） 当日直接会場へ 多摩
きた生活クラブ生協小金井石けんポ
イント・林（☎０７０−３５４０−２８４２）
●オペラ集団Ｉ ＣＡＮＴＯＲＩサ
ロンシリーズ−ブラームスの夕べ　
 ７月２２日（日）午後７時３０分開演
 小金井　宮地楽器ホール小ホール
 ピアノ連弾と四重唱「愛の歌」＆
「新・愛の歌」（朗読付き） ２,８００
円（全自由席） 電話またはＥメー
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■公開シンポジウム・インターネッ
トの危険から青少年を守るために　
 ７月２０日（金）午後２時から 都
市センターホテル　（千代田区平河
町２−４−１） ＨＰを参照のうえ、
内閣府青少年環境整備担当（☎０３−
５２５３−２１１１ http://www8.cao.go. 
jp/youth/kankyou/hikouhigai/ 
sympo/s_2/gaiyou.html）へ
■江戸東京たてもの園特別展・東京
１５０年−都市とたてもの、ひと　 
７月２４日（火）～平成３１年１月２０日
（日） 同園（都立小金井公園内）
 東京誕生１５０年記念。建造物を通
して見る東京の変遷、都市景観や暮
らしの変化、建築の果たす役割等を
紹介 同園（☎０４２−３８８−３３００ ht 
tp://tatemonoen.jp/）
■君も昆虫はかせになろう　 ７月
２８日（土）午前１０時～正午（９時５０分
までに受け付け。雨天中止） 野川
第一調節池中央部パーゴラ広場（東
町５−２） 昆虫の観察 帽子、飲
み物、タオル、虫かご、虫網など 
小学校２年生以下は保護者同伴 当

時 所
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HP

時

所
内

問 HP

時

所

内 持
他

申

日直接会場へ 都北多摩南部建設事
務所工事第二課（☎０４２−３３０−１８５０）
■夏休み処分場バス見学会　 ７月
３１日（火）、８月１０日（金）、２４日（金）
 多摩地域在住の小学校４～６年生
（保護者同伴）、同地域在住・在勤・在
学の中学生以上の方 各日８０人（多
数抽選） ＨＰを参照のうえ、７月
２０日までに東京たま広域資源循環組
合（☎０４２−５９７−６１５２ http://w 
ww.tama-junkankumiai.com/）へ
■夏季生きもの観察会　 ８月５日
（日）午前１０時～正午 都立野川公
園自然観察センター前集合 ５０人
（多数抽選） 小学校３年生以下は
保護者同伴 ７月１３日までに、郵送
またはファクスで都北多摩南部建設
事務所工事第二課（〒１８３−０００６府
中市緑町１−２７−１☎０４２−３３０−
１８４５ ０４２−３６９−３８９０）へ
■夏の事故にご注意を　夏は水辺で
のレジャーの機会が増える時期で
す。天候の変化に注意し、小さい子
どもからは目を離さないようにしま
しょう。また、飲酒後や体調不良の
場合は泳がないなど自己管理につと
め楽しく夏をお過ごしください 小
金井消防署（☎０４２−３８４−０１１９）
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問

後援事業 掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当課に記載
方法・締切日などを確認してください。

ルで同団体（☎０８０−５９７３−２０７７ i. 
cantori.ticket@gmail.com）へ
●ＮＩＣＴこども公開デー２０１８−夏
休み特別公開　 ７月２３日（月）、２４
日（火）午前９時３０分～午後５時（入
場は４時３０分まで） 国立研究開発
法人情報通信研究機構本部（貫井北
町４−２−１） 見学ツアー、プログ
ラミング教室、体験コーナーほか 
無料 同機構広報部（☎０４２−３２７−
５３２２ http://www.nict.go.jp/）
●ピアノとオペラ知って楽しむ音楽
会　 ７月２３日（月）午後２時開演
 小金井　宮地楽器ホール小ホール
■出演青島広志（作曲家）小野勉
（テノール） １５０人 一般２,９００円、
親子３,５００円、小学生以下１,０００円 
未就学児はお問い合せください 電
話で、（一社）はじめてピアノの会
（☎０４２−３１６−４２５０）へ
 

●夏休み子供会向けラジオ体操指導
者講習会　 ７月１４日（土）午前９
時３０分～１１時３０分（９時受付開始）
 東小学校体育館 子供会世話人の
方、小学生 ６０人（申込順） ７月
１日～１３日に、電話またはファクス
で市ラジオ体操会連盟・須田（☎ 
＝０４２−４７８−１３７５）へ
●歩きませんか緑陰を武蔵関公園ま
で　  ７月１５日（日）荒天中止①
午前７時１５分貫井大橋②７時３０分市

糸

時

所

内
￥

問

HP

時
所

定 ￥
他

申

スス ポポ ーー ツツス ポ ース ポ ー ツツ

時

所 対
定 申

FAX

時所

役所本庁舎③７時４５分ＪＲ東小金井駅
南口集合～正午ごろ武蔵関公園解散
（距離約９.８㎞） ２００円（保険代等）
 帽子・飲み物 当日直接各集合場
所へ 市ウオーキング協会・浜薗
（☎０４２−３８１−２２００）
●ジュニア弓道教室　 ７月２５日～
２７日、３０日～８月１日いずれも午前
９時～正午（全６回） 小金井神社
弓道場（中町４丁目） 中・高校生
世代 ２０人（申込順） 無料 弓具
貸与 ７月９日～２０日にファクス
で、氏名・性別・年齢・電話番号を
明記し、市弓道連盟・関（☎０８０−
２２４４−０５１８ ０４２−３８７−２５８６）へ
●第４３回法人化記念婦人子供卓球大
会　 ８月１２日（日）午前９時～午
後６時 総合体育館  市内在住・
在学の女性（ダブルス）＝１ペア
１,０００円、小・中学生（シングルス）
＝無料 ７月２０日までに、ファクス
またはＥメールで住所・氏名を卓球
連盟・佐久間（☎ ＝０４２−３８２−
８３５５ seipenta.t@gmail.com）へ
●上級救命講習　 ９月１日（土）
午前９時から 小金井消防署 中学
生以上 ３０人（多数抽選） ３,０００円
 ７月３１日（必着）までに往復はが
きまたはＥメールで住所・氏名・生
年月日・電話番号を黄金井倶楽部
 係（〒１８４−０００５桜町２−２−３１
☎０４２−４０６−２２８０ npo.koganei- 
club@jcom.home.ne.jp）へ

￥
持 申

問

時

所
対

定 ￥ 他
申

FAX

時
所 対￥

申

FAX
糸

時
所 対

定 ￥
申

○救
糸



30・7・1市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く）

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。
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eevveenntt

催
し

学
び
・
く
ら
し

 　

外
国
の
方
と
日
ご
ろ
交
流
す
る

き
っ
か
け
の

な
い
方
も
、

気
軽
に
異
文

化
を
感
じ
ら

れ
る
機
会
で

す
。
ぜ
ひ
ご

観
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
時

間
に
懇
親
会
が
あ
り
ま
す
。

 

７
月
７
日
（
土
）
午
後
１
時
～

４
時 

市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ
ー

ル 

当
日
直
接
会
場
へ 

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
文
化
課
文
化
推
進
係
（
☎

　

儿　

儿
９
９
２
３
）

０４２

３８７
第
６
回
小
金
井
市
日
本
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

時

所
申

問

  

８
月
５
日
（
日
）、
８
日
（
水
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
～
５
時

３０

 

市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ
ー
ル 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の　

歳
１５

以
上
（
中
学
生
を
除
く
）
で
、
実

用
英
語
技
能
検
定
２
級
以
上
、
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ　

点
以
上
に
相
当
す
る

５００

語
学
力
が
あ
る
方
、
ま
た
は
英
語

で
簡
単
な
日
常
会
話
が
で
き
る
方

 

各
日　

人
（
多
数
抽
選
） 

▽

６０

他
区
市
町
村
や
都
、
も
し
く
は
前

回
の
講
座
を
す
で
に
受
講
さ
れ
た

方
の
二
重
受
講
は
不
可
▽
講
座
修

了
者
は
、
都
の
同
語
学
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
登
録 

７
月　

日
１３

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

に
希
望
日
（
１
日
の
み
）・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
（
市
内
在
勤
・

在
学
の
方
は
勤
務
先
名
ま
た
は
学

校
名
）
を
明
記
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
文
化
課
文
化
推
進
係
「
お
も
て

外
国
人
お
も
て
な
し
語
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座

時所

対

定

他

申

な
し
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
」

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
９
２
３
）
へ

０４２

３８７

  

７
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
～

午
後
４
時 

食
器
・
小
物
類
な
ど

を
展
示
価
格
の　

％
引
き
で
販
売

３０

（
家
具
類
・
自
転
車
は
対
象
外
）

 

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
（
☎　

儿
０４２

　

儿
７
７
７
１
）

３８２
 　

５
分
間
で
お
薦
め
の
本
を
紹
介

す
る
書
評
ゲ
ー
ム
で
す
。

 

８
月
４
日
（
土
）
午
後
２
時
～

４
時 

公
民
館
貫
井
北
分
館
■
テ

ー
マ
海 

小
学
生
以
上 

発
表
者

＝　

人
（
申
込
順
）
、
観
覧
者
＝

１０

　

人
（
当
日
先
着
順
） 

発
表
者

４０は
申
込
時
に

紹
介
す
る
本

（
市
立
図
書

館
所
蔵
の
本

の
み
）
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い 

７
月
１
日
か

ら
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
、
図
書
館
貫
井
北
分
室
（
☎　
０４２

儿　

儿
３
５
６
１

n
u
ku
ikita-

３８５

lib
@
kcd
.b
iglo
b
e.n
e.jp

）
へ

 
【
①
き
た
ま
ち
「
和
」
体
験

　

は
じ
め
て
の
茶
道
・
華
道
】

 

７
月　

日
（
金
）
、
茶
道
＝
午

２７

前　

時
～
正
午
、
華
道
＝
午
後
１

１０
時
～
３
時 

杉
山
宗
恭
さ
ん
、
宮

澤
香
蓉
さ
ん
（
い
ず
れ
も
市
文
化

連
盟
会
員
） 

各　

人
（
申
込
順
）

１６

 
　

円
（
材
料
費
）

５００
【
②
は
じ
め
て
の
マ
ン
ガ

　

イ
ラ
ス
ト
講
座
】

 

８
月
３
日
（
金
）
午
後
１
時
～

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所

感
謝
セ
ー
ル

時

内

問ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

　

ぬ
く
き
た

ｉｎ時

所
対

定他

申糸

若
者
コ
ー
ナ
ー

時

講定

￥時

５
時 

プ
ロ
の
講
師
に
よ
る
マ
ン

ガ
の
基
礎
講
座 

柚
木
元
さ
ん

（
東
京
工
学
院
専
門
学
校
講
師
）

 
　

人
（
申
込
順
）

１６
【
③C

om
m
unication

C
afé

@
夏
休
み
！　
な
に
か
ち
ょっ
と

変
わ
る
か
も
⁉
】

 

８
月
９
日
（
木
）
午
後
１
時
～

５
時 

伝
え
合
う
、
わ
か
り
合
う

楽
し
さ
を
体
感
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ 

三
田
地
真
実
さ
ん
（
星
槎

大
学
大
学
院
教
授
） 
　

人
（
申

１６

込
順
） 
　

円
（
飲
物
代
）

１００

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

公
民
館
貫
井
北
分
館 

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学
生
～　
２５

歳
く
ら
い
の
方
（
①
は
小
学
生
か

ら
） 

７
月
２
日
か
ら
、
電
話
ま

た
は
直
接
（
③
の
み
Ｅ
メ
ー
ル
も

可
）
、
公
民
館
貫
井
北
分
館
（
☎

　

儿　

儿
３
４
０
１ 

k0
2
0
4
1

０４２

３８５

5
@
b
z0
4
.p
lala.o

r.jp

）
へ

  

毎
月
第
１
月
曜
日
、
第
３
木
曜

日
午
前　

時　

分
～
午
後
２
時 

１０

３０

公
民
館
貫
井
北
分
館 

介
護
の
お

悩
み
相
談
、
お
し
ゃ
べ
り
、
囲
碁
、

将
棋
、
手
芸
、
昔
あ
そ
び
な
ど 

　

円
（
お
茶
代
） 

当
日
直
接
会

１００場
へ 

公
民
館
貫
井
北
分
館
（
☎

　

儿　

儿
３
４
０
１
）

０４２

３８５

  

８
月
１
日
（
水
）
午
前　

時
～

１０

正
午 

公
民
館
東
分
館 

星
旦
二

さ
ん
（
首
都
大
学
東
京
名
誉
教

授
） 
　

人
（
申
込
順
） 

７
月

４０

２
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、

公
民
館
東
分
館
（
☎　

儿　

儿
４

０４２

３８４

４
２
２
）
へ

内

講

定時

内講

定

￥

所

対

申

糸

認
知
症
カ
フ
ェ
ぬ
く
い
き
た

（
７
月
〜
９
月
）

時

所

内

￥

申

問
市
民
講
座

生
活
習
慣
病
を
防
ぎ
健
康
長
寿

儿
趣
味
も
仕
事
も
生
涯
現
役
を

め
ざ
し
て

時

所

講

定

申

戸籍届出ウェルカムボード
で記念撮影
　６月７日に、出生届
や婚姻届を提出する際
に、その届書とともに
記念写真が撮れる「戸
籍届出ウェルカムボー
ド」が設置されました。
　当日、婚姻届を提出
された宮内亮さん、香
織さんご夫婦が第一号
として、記念撮影され
ました。
ご結婚おめでとうござ
います。 三宅村 夏の催三宅村　夏の催しし

牛頭天王牛頭天王祭祭

%
%

%
%
%
%
%
%
%

　７月に、江戸時代から続く伝統
行事である「 牛  頭  天  王  祭 」と、夏

ご ず てん のう さい

の風物詩となっている夏祭り「第
２４回マリンスコーレ２１フェスティ
バル」が行われます。ぜひ、お訪
ねください。

 ７月１５日（日）＝牛頭天王祭、
２８日（土）、２９日（日）＝第２４回
マリンスコーレ２１フェスティバル
 三宅村観光産業課観光商工係
（☎０４９９４−５−０９２０）

時

問

広告掲載等のお問い合わせは、㈱ホープ（広告代理店）☎０９２−７１６−１４０１へ

広
告
枠

宮地楽器
ホール

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　「TAMAebooks（たまイー
ブックス）」は、インターネ
ット上で多摩地域の電子書籍
を無料で閲覧することができ
る地域特化型電子書籍ポータ
ルサイトです。
　このたび、新たに同サイト
上で市報こがねいが閲覧でき
るようになりました。また、
行政・観光・文化・福祉・教

育など、多摩地域内の各地で
発行されている情報誌やパン
フレットなどの情報を１つの
サイトで閲覧できますので、
ぜひ、ご利用ください。
■ ホ ー ム ペ ー ジ Ｕ Ｒ Ｌ
https://www.tama-ebooks. 
jp（上記QＲコード）
 広報秘書課広報係（☎０４２
−３８７−９８０３）
問

市報こがねいがTAMAebooks
で電子書籍として閲覧できます
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凡　例  日時　 場所　 内容　 講師　 対象　 定員　 費用　 持ち物　 申し込み　 問い合わせ　 その他　 ホームページ　 Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

孜キリトリ線

大人　　人・こども　　人・幼児　　人

※有効期限は７／１４〜９／２のプール営業期間中です。

　個々のレベルに合わせて、原則的にマンツーマ
ン方式で指導します。
 ①７月３０日（月）、３１日（火）②８月１日（水）、
２日（木）いずれも午前９時１０分～１１時３０分
 総合体育館プール
 市内在住・在勤・在学で障がいのある小学生以
上２０歳未満の方
 各１８人（多数抽選）
 ７月６日（必着）までに、往復はがき（１人１通）
に住所・氏名・学校名・学年・性別・電話番号（緊急連
絡先）・身長・泳力・その他指導員に対する連絡事
項・希望日（①②のどちらか）を明記し、生涯学
習課スポーツ振興係「障がい者（児）水泳教室係」
（〒１８４−８５０４住所不要☎０４２−３８６−２４６２）へ

時

所
対

定
申

①水着・水泳帽を着用してください。
②貴重品は持参しないでください。
③時計、ネックレス、ピアス、指輪など装飾
品は、プール内に持ち込まないでください。
④整髪料等をつけている方、入れ墨、タトゥ
ーを露出している方のご入場はできません。
⑤おむつを着けているお子さんは利用できま
せん。小学校３年生以下の方の利用には、保
護者または高校生世代以上の付き添いが必要
です。（付き添い１人につき２人まで可。付
き添いの方も水着、水泳帽を着用）
⑥浮輪、ビーチボール等、用具の持ち込みは

できません。（備え付けの用具のみ使用可）
⑦プール入場の際は、十分シャワーを浴び、
化粧等をよく落としてください。
⑧中学生以下の利用時間は、午後６時までで
す。（保護者または高校生世代以上の付き添
いがいる場合を除く）
⑨混雑しているときは、入場者を制限するこ
とがあります。
⑩健康に留意し、体調の悪い方、心臓疾患等
の持病のある方は利用をご遠慮ください。
⑪１０人以上のグループでのご利用はご遠慮く
ださい。

総合体育館・
栗山公園健康運動センタープールでの注意事項

平　成
３０年度

国営昭和記念公園
レインボープール割引券

国営昭和記念公園レインボープー国営昭和記念公園レインボープールル

総合体育館温水プール
　水深１２０～１５０㎝、２５ｍ、６コースの
温水プールです。
■開館時間午前９時～午後８時５０分
（７月２８日～８月２６日の土曜・日曜日
は午前７時から開館）
■休館日毎月第１月曜日（祝日の場合
は翌日）
 関野町１−１３−１（都立小金井公園
内）
 渇１時間＝大人２００円、子ども（中
学生以下）５０円渇２時間＝大人４００円、
子ども（中学生以下）１００円
※６０歳以上の方、障がいのある方とそ
の付き添いの方は、半額です
 ７月２８日（土）～８月３１日（金）は、
個人利用のみとなります（市の主催事
業等により、使用できるレーンを一部
制限しています）
 総合体育館（☎０４２−３８６−２１２０）

所

￥

他

問

ささああ夏夏だだ！！ププーールルにに行行ここうう

栗山公園健康運動センタープール
　水深１１０～１３０㎝、２０ｍ、４コースの温水
プールです。ジャグジー（噴流式気泡風呂）
を備え、中高年の方や障がいのある方の利
用に適したプールとなっています。
■開館時間午前９時～午後８時４５分（７月
２８日～８月２６日の土曜・日曜日は午前７時
から開館）
■休館日毎月第２月曜日（祝日の場合は翌
日）
 中町２−２１−１（栗山公園内）
 渇１時間＝大人２００円、子ども（小・中
学生）５０円渇２時間＝大人４００円、子ども
（小・中学生）１００円
※６０歳以上の方、障がいのある方とその付
き添いの方は、半額です
 渇７月２８日（土）～８月３１日（金）は、
個人利用のみとなります（市の主催事業等
により、使用できるレーンを一部制限して
います）渇車での来場は、ご遠慮ください
 栗山公園健康運動センター（☎０４２−３８２
−１００１）

所
￥

他

問

国営昭和記念公園レインボープール
　東京ドーム約１.４倍の広さに９種類のプールがあり、家族みんな
で楽しい一日が過ごせます。
■営業時間７月１４日（土）～９月２日（日）午前９時３０分から。終
了は時期により次のように異なります
渇７月１４日～８月１９日＝午後６時３０分まで（７月の平日は５時３０分
まで）渇８月２０日～９月２日＝午後６時まで
 昭島市および立川市
■交通JR立川駅北口から徒歩１５分、JR西立川駅から徒歩２分
 大人（１５歳以上）２,５００円、こども（小・中学生）１,４００円、幼児
（４歳以上の未就学児）５００円
※下記の割引券が利用できます。切り抜いて、直接、公園窓口にお
持ちください
 国営昭和記念公園（☎０４２−５２８−１７５１）

所

￥

問

障がい者（児）水泳教室

小金井市民用
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ささああ夏夏だだ！！ププーールルにに行行ここうう

大　人（15歳以上）
 2,500円→ 2,300円
 （200円引き）
こども（小・中学生）
 1,400円→ 1,200円
 （200円引き）
幼　児（4歳以上の未就学児）
 500円→ 400円
 （100円引き）

この券を切り取って公園窓口にお持ちに
なると、プール料金（入園料含む）が割
引となります。 （コピー不可）

・１枚で５人（３歳以下の人数は
除く）まで、利用できます。
・ほかの割引券との併用はできま
せん。
・午後２時以降は、お得なサンセ
ットチケットをご利用ください。



30・7・1市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 12

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

７
月
１
日（
日
）

７
月
８
日（
日
）

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

薬薬局局薬薬局局

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります。

休日歯科診休日歯科診療療休日歯科診休日歯科診療療この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、小金
井市薬剤師会の協力
で実施しています。
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受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

休 日 診休 日 診 療療休 日 診休 日 診 療療

ひ
が
こ
北
口
内
科
ク
リ
ニッ
ク

内

梶野町5―11―5
パピスプラザ202
☎042―401―2353

北大通り

北口

けやき
保育園
けやき
保育園

東小金井駅

梶野公園梶野公園

消
内
小

東
小
金
井
駅
前
こ
ど
も
ク
リ
ニッ
ク

小
ア

梶野町5―3―25―209
クリオ東小金井パークフロント
☎042―387―1030

北大通り

梶
野
通
り

梶野町
交差点

北口
東小金井駅

梶野町5―11―5
パピスプラザ205
☎042―401―1341

北大通り

北口

けやき
保育園
けやき
保育園

東小金井駅

梶野公園梶野公園

高
見
澤
整
形
外
科
ク
リ
ニッ
ク

整
リ 

ハ
リ 

ウ
武蔵小金井駅

小
金
井
皮
膚
科
ク
リ
ニッ
ク

皮
ア

本町5―19―30
☎042―385―0233

北口

小
金
井
街
道

小
皮 銀行

共
立
診
療
所

内
小
外

本町6―9―38―3F
☎042―383―5111

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

南口南口

前原坂上交差点

消
防
署

市
役
所

南口
ア
イ
リ
ス
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニッ
ク

緑町5―12―11
アティカ小金井101
☎042―380―8846

北大通り

リサイクル
事業所

小
金
井
街
道

緑
中
央
通
り

緑
中
央
通
り

緑
中
央
通
り

けやき通り
地蔵通り

小
金
井
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニッ
ク

本町5―15―9
栄ハイツエクシード2階
☎042―401―2938

内

銀行

けやき通り

小
金
井
街
道

貫井北センター

貫井北町1―24―15
☎042―316―1735

武蔵小金井駅

上の原
公園
上の原
公園新

小
金
井
街
道 北口

上の原通り循
環
器
内
科
ク
リ
ニッ
ク
ひ
ら
お
か

内

循
内

小
松
外
科
胃
腸
科

外
胃

本町2―20―20
☎042―381―3346

至武蔵小金井駅
北口

北大通り

至小金井橋
本町２丁目
交差点

小
金
井
街
道

銀
行

本町5―19―26
☎042―385―7755

武蔵小金井駅

飲食店飲食店

小
金
井
街
道

北口

小
金
井
眼
科
ク
リ
ニッ
ク

眼
久
我
治
子
ク
リ
ニッ
ク

内

本町5―5―2
竹馬ビル1F
☎042―384―3461

新
小
金
井
街
道

京王バス
営業所

至武蔵至武蔵
小金井駅小金井駅
北口北口

至武蔵
小金井駅
北口

小金井小金井
保育園保育園
小金井
保育園 歯

科

中央本線

貫井北町
1丁目
交差点

消
内

前原町3―41―24
ビュークレスト小金井102
☎042―316―6723

の
ぞ
み
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニッ
ク

武蔵小金井駅

南口

前原坂上
交差点

小
金
井
街
道

 
調剤薬局北なが

（ ）本町5－18－13
☎042－381－2906

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1－8－14
☎042－386－2580

 
サエラ薬局武蔵小金井店

（ ）本町5－15－8ラメゾンブランシュ1階－A
☎042－316－1840

 
柴崎薬局

（ ）本町5－38－32－102
☎042－381－2655
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% %%%%%%%%%%
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 ７月２８日（土）、２９日（日）午後２
時〜５時
 同ホール
【おまつりアイテムをつくろう】
　うちわや阿波おどり人形などを作っ
てみましょう。
【ハッピを着てハイ・ポーズ！記念写
　真コーナー】
　連のはっぴを着て、ご家族で写真を

時

所

撮りませんか。
【いっぱいつないであわ（阿波）の森】
　室内に張り巡らされたひものすき間
を「跳んだり、くぐったり」阿波おど
りのような動きをしながら、元気いっ
ぱい遊べるコーナーです。

−◇共　通◇−
 当日直接会場へ
 同ホール（☎０４２−３８０−８０９９）
申
問

  

▽
小
・
中
学
生
の
部
＝
８
月　
２６

日
（
日
）
▽
家
庭
婦
人
の
部
＝
９

月
２
日
（
日
）
い
ず
れ
も
午
前
９

時
か
ら 

▽
小
・
中
学
生
の
部
＝

総
合
体
育
館
▽
家
庭
婦
人
の
部
＝

第
三
小
学
校
体
育
館 

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
■
主
将
会

議
７
月
８
日

（
日
）
午
後

４
時
か
ら
、

総
合
体
育
館

で 

７
月
１

日
～
８
日

に
、
電
話
で
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟
・
小
尾
（
☎　

儿
６
９
５
６
儿

０９０

６
３
２
９
）
へ

  

９
月
１
日
～　

月　

日
の
土

１１

２５

曜
・
日
曜
・
祝
日
午
前
８
時　

分
３０

～
午
後
５
時 

市
内
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
ほ
か 

市
内
在
住
・
在
学

の
小
学
生
チ
ー
ム
■
競
技
部
門
小

学
校
３
～
６
年
生
の
学
年
別
の
部

■
競
技
方
法
リ
ー
グ
戦
・
ノ
ッ
ク

ア
ウ
ト
方
式
■
監
督
会
議
７
月　
２２

日
（
日
）
午
後
７
時
か
ら
、
総
合

体
育
館
会
議
室
で 

７
月
１
日
～

９
日
に
、
所
定
の
用
紙
（
総
合
体

育
館
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
フ
ァ

ク
ス
で
市
サ

ッ
カ
ー
協
会

小
学
部
・
松

田
（
☎　

儿
０８０

５
５
４
０
儿
５
０
８
９ 

０
４
２

２
儿　

儿
５
０
８
９
）
へ

３３

  

９
月
２
日
（
日
）
午
前
８
時　
５０

分
～
午
後
７
時 

総
合
体
育
館
プ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会会

時

所

対

申少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
大

少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
大
会会

時

所対

申

FAX

水

泳

大

水　

泳　

大　

会会

時

所

ー
ル 

▽
小
学
生
＝　

種
目
▽

１８

中
・
高
校
生
、
一
般
＝　

種
目 

７２

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学

校
４
年
生
以
上
の
方
、
市
内
ス
ポ

ー
ツ
団
体
登
録
者 

７
月　

日
１７

（
必
着
）
ま
で
に
、
所
定
の
用
紙

（
総
合
体
育
館
で
配
布
。
は
が
き

で
も
可
）
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
性
別
・
所
属

（
学
校
名
・
学
年
等
）・
出
場
競

技
種
目
を
明

記
し
、
郵
送

ま
た
は
直

接
、
体
育
協

会
「
水
泳
大

会
係
」
（
〒

　

儿
０
０
０

１８４１
関
野
町
１
儿　

儿
１
）
へ 

市

１３

水
泳
協
会
・
宮
崎
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８３

９
９
６
５
）

  

９
月
９
日
（
日
）
午
前
９
時
～

午
後
５
時 

第
一
中
学
校
体
育
館

 

▽
小
学
生
＝
各
学
年
別
、
個
人

戦
▽
中
学
生
＝
各
学
年
別
、
個
人

戦
お
よ
び
団
体
戦 

市
内
在
住
・

在
学
の
小
・
中
学
生
■
競
技
方
法

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式 

７
月　

日
１５

（
必
着
）
ま
で
に
、
所
定
の
用
紙

（
総
合
体
育
館
で
配
布
ま
た
は
市

剣
道
連
盟
か

ら
取
り
寄

せ
）
に
必
要

事
項
を
明
記

し
、
郵
送
で

同
連
盟
・
古

池
（
〒　

儿
１８４

０
０
１
４
貫

井
南
町
４
儿
１
儿　

）
へ 

同
連

１７

盟
・
大
久
保
（
☎　

儿
５
４
６
７

０７０

儿
２
３
８
１
）

内

対

申

問

剣

道

大

剣　

道　

大　

会会

時

所

内

対
申

問

第70回 市市 民民 体体 育育 祭祭市 民 体 育市 民 体 育 祭祭

　「小金井の四季の観光写真
コンクール」の入賞作品２０点
を展示します。（プリント応
募部門、ネット応募部門各１０
点）ぜひ、ご鑑賞ください。
 ７月５日（木）〜１２日（木）午
前９時３０分〜午後５時（５日
時

は午後２時から。１２日は午後
４時まで。１０日は休館日）
 小金井　宮地楽器ホールマ
ルチパーパススペース
 市観光まちおこし協会（☎
０４２−３１６−３９８０）

所

問

第　

回
小
金
井
の
四
季
の
観
光

６４
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

推
薦
受
賞
作
品　

「
桜
ま
つ
り
の
貫
井
囃
子
」

　

鈴
木
忠
良
さ
ん

小金井の
四季の観光写真展第64回

えんにち
小金井阿波おどり応援イベント
小金井　宮地楽器ホール

つつつつつつつつつつつつつつくくくくくくくくくくくくくくっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててつくって！！！！！！！！！！！！！！！ ああああああああああああああそそそそそそそそそそそそそそんんんんんんんんんんんんんんでででででででででででででであそんで！！！！！！！！！！！！！！！ 楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽ししししししししししししししんんんんんんんんんんんんんんでででででででででででででで楽しんで！！！！！！！！！！！！！！！


